
仲安真康筆「山水人物図」（東京国立博物館蔵）について21

仲
安
真
康
筆
「
山
水
人
物
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
に
つ
い
て

高

橋

真

作

は
じ
め
に

関
東
水
墨
画
に
関
す
る
大
規
模
な
展
覧
会
は
、
お
よ
そ
四
半
世
紀
ご
と
に
開
催
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
ま
ず
そ
の
嚆
矢
と
な
っ

た
の
が
、
一
九
七
二
年
に
神
奈
川
県
立
博
物
館
（
現
・
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
）
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
鎌
倉
の
水
墨
画
―
画

僧
祥
啓
の
周
辺（1
）」

で
あ
る
。
本
展
で
は
、
鎌
倉
後
期
か
ら
室
町
末
期
ま
で
を
時
代
範
囲
と
し
て
設
定
し
、
関
東
水
墨
画
の
中
心
画
人

で
あ
る
賢
江
祥
啓
（
生
没
年
不
詳

活
躍
期
：
一
四
七
八
〜
一
五
二
三
頃
）
を
主
体
と
し
つ
つ
、
建
長
寺
開
山
と
な
る
蘭
渓
道
隆
（
一

二
一
三
〜
一
二
七
八
）
の
来
朝
か
ら
、
雪
舟
等
楊
（
一
四
二
〇
〜
一
五
〇
六
以
前
）
の
弟
子
た
る
如
水
宗
淵
（
生
没
年
不
詳
）
に
至

る
ま
で
の
歴
史
的
な
流
れ
を
紹
介
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
後
の
関
東
水
墨
画
研
究
に
決
定
的
な
画
期
を
も
た
ら
し
た
展
覧
会
が
、
一
九
九
八
年
に
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館

と
栃
木
県
立
博
物
館
と
で
共
同
開
催
さ
れ
た
「
関
東
水
墨
画
の
二
〇
〇
年
―
中
世
に
み
る
型
と
イ
メ
ー
ジ
の
系
譜（2
）」

で
あ
る
。
十
五
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世
紀
か
ら
十
六
世
紀
に
わ
た
る
お
よ
そ
二
百
年
間
を
時
代
範
囲
と
し
て
設
定
し
、
関
東
地
域
に
お
い
て
「
型
」
と
し
て
定
着
し
た
モ

チ
ー
フ
や
描
法
が
、「
イ
メ
ー
ジ
」（
心
象
）
と
な
っ
て
長
い
間
受
け
継
が
れ
る
様
相
を
、
膨
大
な
作
品
・
史
料
に
よ
っ
て
跡
付
け
た

も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
成
果
を
増
補
・
再
編
し
た
相
澤
正
彦
・
橋
本
慎
司
編
著
『
関
東
水
墨
画
―
型
と
イ
メ
ー
ジ
の
系
譜（3
）』

は
、

そ
の
後
の
関
東
水
墨
画
研
究
の
基
盤
を
形
作
っ
た
金
字
塔
と
い
え
る
。
各
館
で
展
覧
会
を
担
当
し
た
両
氏
に
よ
る
詳
細
か
つ
綿
密
な

論
考
と
、
豊
富
な
カ
ラ
ー
図
版
と
で
構
成
さ
れ
る
本
書
に
よ
り
、
関
東
水
墨
画
研
究
は
飛
躍
的
に
進
展
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。

さ
ら
に
二
〇
二
三
年
、
同
じ
く
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
あ
こ
が
れ
の
祥
啓
―
啓
書
記
の
幻
影

と
実
像（4
）」

で
は
、
前
展
の
開
催
か
ら
四
半
世
紀
の
間
に
新
出
・
再
発
見
さ
れ
た
祥
啓
を
は
じ
め
と
す
る
関
東
水
墨
画
人
た
ち
の
作
例

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
狩
野
派
に
よ
る
模
本
や
近
代
の
美
術
史
言
説
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
祥
啓
お
よ
び
関
東
水
墨
画
に
新
た

な
光
を
照
射
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
展
覧
会
を
画
期
と
し
て
研
究
が
進
展
し
て
き
た
関
東
水
墨
画
で
あ
る
が
、
祥
啓
に
関
し
て
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
祥

啓
の
画
の
師
と
も
伝
承
さ
れ
る
仲
安
真
康
（
生
没
年
不
詳
）
に
つ
い
て
も
新
た
な
議
論
の
展
開
が
見
ら
れ
る
。
一
九
七
二
年
の
『
鎌

倉
の
水
墨
画
』
の
段
階
で
は
、
仲
安
真
康
に
つ
い
て
は
わ
ず
か
六
件
ほ
ど
の
作
品
の
紹
介
と
短
い
解
説
文
が
付
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ

た
が
、
続
く
『
関
東
水
墨
画
』
で
は
そ
の
画
風
や
伝
歴
に
つ
い
て
詳
細
な
考
察
が
な
さ
れ
、
謎
多
き
画
家
の
輪
郭
が
次
第
に
浮
き
彫

り
に
な
っ
て
き
た
。
そ
し
て
『
あ
こ
が
れ
の
祥
啓
』
で
は
、
後
述
す
る
と
お
り
「
真
康
」
白
文
重
郭
方
印
や
「
常
陽
真
康
十
九
歳
筆
」

の
署
名
を
伴
う
「
四
仏
図
（
伝
十
三
仏
図
）」（
神
奈
川
・
総
世
寺
蔵
）
が
新
た
に
出
陳
さ
れ
る
な
ど
、
仲
安
真
康
研
究
に
つ
い
て
も

次
な
る
フ
ェ
ー
ズ
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
展
覧
会
の
成
果
や
関
東
水
墨
画
お
よ
び
仲
安
真
康
に
関
す
る
先
行
研
究（5
）を

ふ
ま
え
な
が
ら
、
東
京
国
立
博

物
館
が
所
蔵
す
る
仲
安
真
康
筆
「
山
水
人
物
図
」（
以
下
、
本
作
と
略
称
）【
図
1
】
を
素
材
と
し
て
考
察
を
進
め
て
み
た
い
。
本
作
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は
、
行
体
描
法
を
主
と
す
る
真
康
画
に
あ
っ
て
珍
し
い
真
体
描
法
作
例
で
あ
り
、
水
尾
比
呂
志（6
）に

よ
っ
て
一
九
五
八
年
に
初
め
て
世

に
紹
介
さ
れ
て
以
降
、
真
康
作
例
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
し
て
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
近
年
、
ア
ー
ロ
ン
・

Ｍ
・
リ
オ（7
）に

よ
り
、
他
の
行
体
画
と
は
別
画
人
の
作
と
す
べ
き
と
す
る
見
解
が
提
出
さ
れ
る
な
ど
、
筆
者
問
題
に
つ
い
て
は
な
お
揺

れ
動
い
て
い
る
。
確
か
に
本
作
は
他
の
真
康
画
の
な
か
に
あ
っ
て
と
り
わ
け
異
彩
を
放
つ
作
で
あ
り
、
本
作
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付

け
る
か
に
よ
っ
て
、
仲
安
真
康
自
体
に
対
す
る
評
価
も
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
清
新
な
中
央
様
式
を
関
東
に
も
た

ら
し
た
祥
啓
の
作
品
よ
り
も
古
様
を
示
す
点
が
こ
れ
ま
で
も
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
本
作
と
近
似
す
る
画
風
を
示
す
作
例
が
い
く
つ

か
散
見
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
祥
啓
前
代
に
お
け
る
鎌
倉
地
方
画
壇
の
一
様
相
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
詳
細
に
論
じ
ら
れ
る
機
会
の
な
か
っ
た
本
作
に
つ
い
て
、
現
状
や
画
面
内
容
を
確
認
し
た
う
え
で
、

他
の
仲
安
真
康
作
品
と
の
詳
細
な
比
較
検
討
を
行
い
、
評
価
に
揺
ら
ぎ
の
あ
る
本
作
の
美
術
史
的
な
位
置
付
け
を
試
み
る
。
さ
ら
に

不
明
な
点
の
多
い
真
康
の
伝
歴
に
つ
い
て
、
近
世
の
画
譜
類
や
関
連
史
料
な
ら
び
に
道
号
法
諱
の
再
検
証
を
行
い
、
よ
り
具
体
的
な

画
家
像
を
提
示
し
て
み
た
い
。
最
後
に
、
本
作
を
含
む
十
五
世
紀
鎌
倉
地
方
水
墨
作
例
の
様
式
的
特
質
と
そ
の
淵
源
に
つ
い
て
も
付

言
す
る
こ
と
と
す
る
。

1

作
品
概
要

は
じ
め
に
本
作
の
作
品
情
報
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
本
作
は
現
状
双
幅
で
構
成
さ
れ
る
絹
本
墨
画
作
例
で
、
両
幅
と
も
法
量
は
縦
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一
〇
六
・
一
×
横
五
五
・
〇
セ
ン
チ
。
右
幅
は
右
か
ら
十
七
・
五
セ
ン
チ
、
左
幅
は
左
か
ら
十
七
・
五
セ
ン
チ
ほ
ど
の
位
置
に
絹
継

ぎ
が
あ
り
、
各
幅
と
も
二
副
一
鋪
で
あ
る
。
真
康
画
で
は
小
幅
の
紙
本
に
よ
る
行
体
描
法
作
例
が
多
い
の
に
対
し
、
比
較
的
大
き
め

な
絹
本
に
よ
る
本
格
的
な
真
体
描
法
作
例
と
い
え
る
。

現
状
は
太
巻
仕
様
で
二
重
箱
に
収
め
ら
れ
、
黒
漆
塗
の
外
箱
に
は
、
東
博
の
管
理
シ
ー
ル
の
ほ
か
、「
日
本
美
術
シ
リ
ー
ズ
」
と
印

刷
さ
れ
た
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
仙
人
図

仲
安
真
康
筆
」
と
墨
書
さ
れ
、
筆
者
名
部
分
に
は
「
ち
ゅ
う
あ
ん
し

ん
こ
う
」
の
ル
ビ
も
振
ら
れ
て
い
る
。
内
箱
内
に
は
狩
野
常
信
（
一
六
三
六
〜
一
七
一
三
）
に
よ
る
極
書
が
二
通
収
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
「
仙
人
之
絵
致
一
覧
候
、
一
之
正
筆
に
而
候
、
以
上
、
狩
野
法
印
〈
辰
〉
正
月
七
日

常
信
（
花
押
）」、「
李
白
之
絵
致
一

覧
候
、
一
之
正
筆
に
而
候
、
以
上
、
狩
野
法
印
〈
辰
〉
正
月
七
日

常
信
（
花
押
）」（〈
〉
は
割
註
。
以
下
同
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

常
信
の
鑑
定
で
は
、
伝
歴
不
詳
の
絵
師
で
あ
る
一
之
の
筆
と
し
、
ま
た
各
幅
を
「
仙
人
」「
李
白
」
と
表
記
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
点

に
よ
り
、
本
作
は
「
仙
人
李
白
図
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
画
面
内
の
人
物
像
の
属
性
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
難
し
く（8
）、

現
在
は
「
山
水
人
物
図
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
追
求
せ
ず
、
様
式
面
の
検
討
に
議
論
を
絞

り
た
い
。

本
作
が
東
博
の
所
蔵
と
な
っ
た
の
は
一
九
七
一
年
で
あ
り
、
日
本
の
個
人
所
蔵
者
か
ら
の
購
入
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
前

の
伝
来
に
つ
い
て
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
一
九
六
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
在
外
秘
宝
：
仏
教
絵
画
大
和
絵
水
墨
画
』
で
は
、
ケ

ル
ン
東
洋
美
術
館
所
蔵
の
仲
安
真
康
筆
「
出
山
釈
迦
図
」
を
紹
介
す
る
な
か
で
本
作
に
つ
い
て
も
ふ
れ
ら
れ（9
）、

そ
こ
で
は
ア
メ
リ
カ

の
コ
レ
ク
タ
ー
（
俳
優
・
画
家
）
で
あ
る
ジ
ョ
セ
フ
・
Ｌ
・
ブ
ラ
ザ
ー
ト
ン
（
一
九
一
八
〜
二
〇
一
二
）
の
所
蔵
と
表
記
し
て
い
る
。

一
九
五
八
年
に
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
本
作
で
あ
る
が
、
そ
の
後
一
時
期
ア
メ
リ
カ
へ
と
渡
り
、
そ
れ
が
日
本
へ
里
帰
り
し
て
す
ぐ
に

東
博
の
所
蔵
と
な
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
先
に
ふ
れ
た
「
日
本
美
術
シ
リ
ー
ズ
」
と
印
刷
さ
れ
た
シ
ー
ル
も
、
こ
う
し
た
移
転
の
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過
程
で
貼
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
現
在
の
画
面
状
況
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
先
に
ふ
れ
た
と
お
り
現
状
で
は
太
巻
仕
様
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
比
較
的

近
年
に
修
理
が
行
わ
れ
た
と
み
ら
れ
、
状
態
は
い
た
っ
て
良
好
で
あ
る
。
室
町
期
特
有
の
粗
い
画
絹
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
大

部
分
は
肌
裏
紙
が
透
け
て
見
え
る
ほ
ど
で
あ
る
。
経
年
の
た
め
一
部
に
絹
糸
や
絹
目
の
歪
み
が
生
じ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
も
の
の
、

全
体
の
画
趣
を
損
ね
る
ほ
ど
で
は
な
い
。
後
世
の
補
筆
や
入
墨
も
見
受
け
ら
れ
ず
、
お
お
む
ね
制
作
当
初
の
状
態
を
保
っ
て
い
る
と

み
て
よ
い
。

右
幅
右
下
と
左
幅
左
下
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、「
意
足
道
人
」
朱
文
長
方
印
と
「
仲
安
」
朱
文
重
郭
方
印
、「
真
康
」
朱
文
鼎
印
が
縦
方

向
に
捺
さ
れ
て
い
る
【
図
2
】。「
仲
安
」
印
と
「
真
康
」
印
は
他
の
真
康
作
品
と
も
共
通
す
る
基
準
的
な
印
形
で
あ
り
、
ま
た
使
用

例
の
少
な
い
「
意
足
道
人
」
印
を
伴
う
点
で
も
貴
重
で
あ
る
。
印
章
が
捺
さ
れ
る
位
置
に
つ
い
て
も
不
審
な
点
は
見
受
け
ら
れ
ず
、

構
図
や
図
様
の
収
ま
り
の
面
か
ら
見
て
も
、
本
紙
周
囲
の
切
り
詰
め
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
判
断
で
き
る
。

続
い
て
図
様
表
現
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
こ
う
。
ま
ず
右
幅
に
は
、
懸
崖
か
ら
落
ち
る
一
条
の
瀑
布
と
、
そ
れ
を
岩
場
に
立
っ
て

眺
め
る
二
人
の
高
士
の
姿
が
描
か
れ
る
。
瀑
布
の
途
中
に
は
二
本
の
大
き
な
松
樹
が
幹
を
伸
ば
し
、
そ
れ
が
傘
状
に
覆
い
か
ぶ
さ
る

こ
と
で
、
画
面
を
樹
下
人
物
図
の
構
成
に
仕
立
て
て
い
る
。
人
物
の
着
衣
は
そ
れ
ぞ
れ
薄
墨
と
白
と
で
描
き
分
け
ら
れ
、
衣
文
線
の

合
間
に
は
適
宜
う
っ
す
ら
と
陰
影
を
施
し
て
い
る
【
図
3
】。
面
貌
は
両
者
と
も
髭
の
生
え
た
風
貌
で
あ
る
が
、
細
面
と
丸
面
と
で
適

宜
個
性
を
表
出
し
て
い
る
。
奥
側
の
白
い
着
衣
の
人
物
が
瀑
布
を
指
差
し
、
後
ろ
を
向
く
薄
墨
の
着
衣
の
人
物
が
そ
の
方
向
を
向
い

て
い
る
。
二
人
が
立
つ
岩
場
の
輪
郭
は
ジ
グ
ザ
ク
形
を
な
し
つ
つ
も
そ
の
上
面
は
平
た
く
、
輪
郭
に
沿
っ
て
内
側
を
白
く
塗
り
残
し

て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
岩
場
の
周
囲
に
は
下
草
が
生
い
茂
り
、
そ
の
下
方
に
は
瀑
布
か
ら
の
水
流
が
描
か
れ
る
。
水
流
の
表

現
は
所
々
を
楕
円
形
に
黒
く
穿
ち
、
ま
た
波
の
先
端
は
触
手
状
と
な
っ
て
い
る
。
画
面
を
横
切
る
松
樹
は
、
放
射
状
に
葉
を
表
す
い
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わ
ゆ
る
車
輪
松
の
形
状
を
呈
し
、
鬱
蒼
と
垂
下
す
る
蔓
と
点
苔
を
伴
う
表
現
で
あ
る
。
黒
々
と
し
た
懸
崖
は
、
所
々
に
楕
円
形
の
点

苔
を
施
し
、
一
部
に
斧
劈
皴
風
の
岩
皴
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
総
体
に
未
整
理
な
描
法
と
い
え
、
明
快
な
夏
珪
様
を
駆
使

す
る
祥
啓
画
と
は
大
き
く
画
風
が
異
な
る
。
右
上
に
は
先
端
が
Ｍ
字
形
を
呈
し
そ
の
内
部
に
縦
線
を
施
す
独
特
な
ハ
イ
ラ
イ
ト
表
現

が
見
ら
れ
、
画
面
最
上
端
に
は
雲
ら
し
き
表
現
も
見
ら
れ
る
。

一
方
の
左
幅
で
は
、
画
面
左
端
に
構
図
の
骨
格
と
な
る
樹
木
を
置
き
、
右
方
向
に
幹
を
伸
ば
す
松
樹
の
下
に
二
人
の
人
物
を
描
い

て
い
る
。
こ
ち
ら
も
右
幅
と
同
じ
く
典
型
的
な
樹
下
人
物
図
の
構
図
と
い
え
よ
う
。
樹
木
は
車
輪
松
状
の
松
樹
と
、
そ
の
後
方
に
三

角
形
の
葉
を
も
つ
広
葉
樹
を
描
い
て
い
る
。
人
物
は
両
者
と
も
白
い
着
衣
を
ま
と
い
、
衣
文
線
の
合
間
に
は
や
は
り
う
っ
す
ら
と
陰

影
を
施
す
。
一
人
は
岩
座
に
半
跏
し
て
く
つ
ろ
ぎ
、
も
う
一
人
は
右
手
に
杖
を
持
っ
て
横
向
き
に
立
ち
そ
れ
に
相
対
し
て
い
る
。
両

者
と
も
目
元
は
三
日
月
型
を
呈
し
た
表
情
で
あ
り
、
談
笑
し
て
い
る
様
子
を
表
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
人
物
が
座
る
岩
座
は
右
幅
と

同
様
に
輪
郭
部
分
を
白
く
塗
り
残
し
て
い
る
。
前
景
と
後
景
の
間
に
は
水
面
が
広
が
り
、
立
っ
て
い
る
人
物
の
後
方
に
は
水
流
が
流

れ
る
。
周
囲
の
土
坡
や
懸
崖
は
や
は
り
黒
々
と
し
た
未
整
理
な
描
法
で
、
点
苔
を
多
く
伴
う
ほ
か
、
左
上
の
岩
壁
に
は
右
幅
と
同
じ

く
、
先
端
が
Ｍ
字
形
で
内
側
に
縦
線
を
施
す
ハ
イ
ラ
イ
ト
表
現
が
見
ら
れ
る
。
画
面
最
上
端
に
は
、
右
幅
よ
り
も
は
っ
き
り
と
雲
の

描
写
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

総
じ
て
全
体
の
描
法
は
右
幅
・
左
幅
と
で
一
致
し
、
両
幅
が
同
じ
画
家
の
手
に
よ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
構
図
の
骨
格
を
画
面

両
端
に
置
い
て
重
心
を
安
定
さ
せ
つ
つ
、
画
面
内
の
人
物
の
大
き
さ
を
揃
え
、
ま
た
水
景
と
遠
山
を
両
幅
で
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、

左
右
の
有
機
的
な
つ
な
が
り
も
確
保
し
て
い
る
と
い
え
る
。
最
上
端
の
雲
の
描
写
に
よ
り
異
空
間
的
な
演
出
も
付
与
さ
れ
て
い
る
と

い
え
、
い
か
に
も
禅
寺
の
公
用
物
然
と
し
た
風
格
を
備
え
た
作
と
い
え
よ
う
。
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2

他
作
品
と
の
比
較

そ
れ
で
は
次
に
、
本
作
と
他
の
仲
安
真
康
作
品
と
を
比
較
し
て
い
き
た
い
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
現
存
す
る
真
康
画
は
行
体
描

法
に
基
づ
く
紙
本
作
例
が
大
部
分
で
あ
り
、
本
作
の
よ
う
な
絹
本
に
よ
る
真
体
描
法
作
例
は
ほ
と
ん
ど
類
例
が
な
い
。
本
作
を
一
見

し
た
限
り
で
は
、
他
の
行
体
描
法
作
例
と
異
な
る
画
面
印
象
を
も
た
ら
す
の
も
確
か
で
あ
り
、
こ
う
し
た
点
が
筆
者
問
題
の
揺
ら
ぎ

を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
こ
で
改
め
て
詳
細
な
検
討
を
行
う
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
『
関
東
水
墨
画
』
の
巻
末
資
料
「
主
要

作
品
」
の
仲
安
真
康
の
項
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
作
（
伝
承
作
も
含
む
）
を
、
輪
郭
線
の
明
瞭
さ
や
筆
致
な
ど
を
基
準
に
、
行
体
寄
り

の
作
例
か
ら
真
体
寄
り
の
作
例
ま
で
を
お
お
よ
そ
の
順
番
に
列
挙
し
て
み
よ
う
（
作
品
名
称
は
一
部
を
改
め
た
）。

　
　

行

体

　
　
　

→

・
出
山
釈
迦
図
（
ケ
ル
ン
東
洋
美
術
館
蔵
）

・
出
山
釈
迦
図
（
個
人
蔵
）

・
朝
陽
対
月
図
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

・
布
袋
図
（
根
津
美
術
館
蔵
）

・
鳩
図
（
正
木
美
術
館
蔵
）

・
富
嶽
図
（
根
津
美
術
館
蔵
）
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・
虎
渓
三
笑
図
（
細
見
美
術
館
蔵
）

・
墨
梅
図
（
個
人
蔵
〔『
室
町
水
墨
画
』
第
一
輯
所
収
〕）

・
墨
梅
図
（
栃
木
県
立
博
物
館
蔵
）

・
布
袋
図
（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
）

・
山
水
人
物
図
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

・
観
音
・
李
白
・
陶
淵
明
図
（
旧
ド
ラ
ッ
カ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

・
高
峰
原
妙
像
（
フ
リ
ー
ア
美
術
館
蔵
）

　
　
　

←

　
　

真

体

こ
れ
ら
の
う
ち
旧
ド
ラ
ッ
カ
ー
本
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
の
画
幅
に
も
「
仲
安
」
朱
文
重
郭
方
印
、「
真
康
」
朱
文
鼎
印
が
縦
方
向
に

捺
さ
れ
、「
意
足
道
人
」
印
を
捺
す
の
は
本
作
の
み
で
あ
る
。
以
上
に
加
え
て
、『
あ
こ
が
れ
の
祥
啓
』
に
所
収
さ
れ
た
総
世
寺
本
「
四

仏
図
（
伝
十
三
仏
図
）」
と
個
人
本
「
白
衣
観
音
図
」
も
、
真
体
寄
り
の
作
例
と
し
て
新
た
に
こ
こ
に
含
ま
れ
よ
う
か
。
ま
た
、
売
立

目
録
や
東
京
文
化
財
研
究
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
を
参
照
す
れ
ば
、
他
に
も
い
く
つ
か
の
真
康
作
品
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
そ
う

だ
が（10
）、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
適
宜
論
中
で
ふ
れ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

さ
て
、
本
作
の
検
討
に
入
る
前
に
、
ま
ず
は
以
上
の
諸
作
の
な
か
で
も
っ
と
も
真
体
寄
り
の
作
例
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
フ
リ
ー

ア
本
「
高
峰
原
妙
像
」【
図
4
】
に
つ
い
て
一
瞥
し
て
お
こ
う
。
フ
リ
ー
ア
本
は
、
中
国
元
時
代
の
幻
住
派
の
祖
師
で
あ
る
高
峰
原
妙

（
一
二
三
八
〜
一
二
九
五
）
の
姿
を
水
墨
の
み
で
描
い
た
半
身
像
で
、
明
瞭
な
描
線
に
よ
っ
て
表
さ
れ
た
真
体
描
法
作
例
と
捉
え
る
こ
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と
が
で
き
る
。
こ
れ
も
一
見
す
る
と
他
の
真
康
の
行
体
作
例
と
は
差
異
が
目
立
つ
が
、
次
の
諸
点
に
よ
り
、
明
確
に
真
康
筆
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
る
作
で
あ
る
。
ま
ず
上
瞼
・
鼻
孔
・
唇
の
中
間
線
を
濃
墨
で
表
す
点
や
、
Ｓ
字
形
を
呈
す
目
元
と
そ
の
輪
郭
に
沿
っ

て
平
行
に
襞
状
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
つ
け
る
表
現
、
淡
墨
の
下
地
を
付
け
て
濃
墨
で
眉
を
表
し
、
眉
根
よ
り
も
眉
尻
を
長
く
描
く
表
現

な
ど
は
、
真
康
の
行
体
人
物
画
に
も
見
出
せ
る
特
質
と
い
え
る
。
さ
ら
に
衣
文
描
写
に
お
い
て
も
、
素
早
い
筆
致
で
奔
放
に
翻
る
祥

啓
の
衣
文
描
写
と
は
異
な
り
、
総
体
に
滑
ら
か
さ
は
保
ち
つ
つ
も
粘
り
の
あ
る
や
や
鈍
重
な
表
現
と
い
え
、
起
筆
部
分
が
刀
の
切
っ

先
状
を
呈
す
点
や
、
起
筆
な
い
し
終
筆
が
隣
接
す
る
墨
線
か
ら
わ
ず
か
に
離
れ
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る
点
、
衣
文
の
合
間
に
適
宜

陰
影
を
施
す
点
な
ど
も
、
神
博
本
「
布
袋
図
」【
図
5
】
な
ど
に
見
出
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
フ
リ
ー
ア
本
は
仲
安
真
康
が
描
い
た
も
の

と
捉
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
れ
っ
き
と
し
た
祖
師
像
を
真
康
が
描
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
れ
ば
、
本
作
の
よ
う
な
真
体
描
法

作
例
を
手
が
け
た
可
能
性
も
十
分
に
高
ま
る
と
い
え
る
。

本
作
と
の
比
較
作
例
と
し
て
適
し
て
い
る
の
は
、
画
面
内
に
占
め
る
人
物
描
写
の
比
率
が
同
程
度
で
あ
る
細
見
本
「
虎
渓
三
笑
図
」

【
図
6
】【
図
7
】
で
あ
ろ
う（11
）。

本
作
と
細
見
本
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
ま
ず
面
貌
表
現
の
近
似
点
と
し
て
、
Ｓ
字
状
の
に
ん
ま
り

と
し
た
目
の
形
状
、
瞼
の
線
に
平
行
し
て
墨
暈
な
い
し
墨
線
で
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
施
す
点
、
眉
根
を
細
く
眉
尻
を
太
く
表
す
点
、
上
唇

と
下
唇
を
分
け
て
口
を
開
い
た
か
た
ち
で
表
す
点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
【
図
8
】。
さ
ら
に
衣
文
描
写
と
し
て
、
全
体
の
形
状
や
筆
線

の
質
の
ほ
か
、
襟
元
を
反
転
さ
せ
る
表
現
や
、
鉤
状
に
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
屈
曲
線
、
帯
の
上
の
着
衣
が
三
角
状
に
わ
ず
か
に
弛
む
点
、

背
中
と
袖
部
分
に
斜
め
に
平
行
す
る
衣
文
線
を
施
す
点
、
そ
し
て
先
に
も
挙
げ
た
、
起
筆
な
い
し
終
筆
が
隣
接
す
る
墨
線
か
ら
わ
ず

か
に
離
れ
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る
点
な
ど
が
共
通
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
い
ま
挙
げ
た
諸
点
の
い
く
つ
か
は
、
フ
リ
ー
ア
本
や

神
博
本
「
布
袋
図
」
に
も
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
り
、
本
作
を
真
康
画
と
み
な
す
有
力
な
根
拠
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
本
作
に
お
け

る
点
苔
を
多
く
伴
う
黒
々
と
し
た
未
整
理
な
岩
皴
表
現
も
細
見
本
と
一
脈
通
じ
る
点
が
あ
り
、
あ
る
い
は
細
見
本
や
根
津
本
「
富
嶽
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図
」
に
見
ら
れ
る
、
筋
状
の
襞
の
よ
う
な
独
特
な
山
の
描
き
方
も
、
本
作
で
は
Ｍ
字
形
内
に
縦
線
を
引
く
岩
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
表
現
と

し
て
置
き
換
え
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
、
真
康
に
よ
る
行
体
描
法
作
例
と
本
作
と
の
近
似
を
指
摘
し
て
き
た
が
、
加
え
て
他
の
真
康
画
と
同
じ
基
準
印
や
類
例
の
少

な
い
「
意
足
道
人
」
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
き
わ
め
て
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
判
断
す
る
な
ら
ば
、
や
は
り
本

作
は
仲
安
真
康
の
筆
に
よ
る
も
の
と
結
論
付
け
て
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
完
成
度
の
高
さ
を
評
価
す
る
な
ら
ば
、
本
作

は
真
康
に
よ
る
真
体
描
法
作
例
の
代
表
作
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

さ
て
こ
こ
で
、
か
ね
て
よ
り
本
作
と
の
近
似
が
指
摘
さ
れ
る
旧
ド
ラ
ッ
カ
ー
本
「
観
音
・
李
白
・
陶
淵
明
図
」【
図
9
】
と
の
関
係

に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
こ
う
。
本
作
と
旧
ド
ラ
ッ
カ
ー
本
と
は
、
瞼
の
線
に
平
行
し
て
墨
線
を
施
す
点
や
、
点
苔
と
蔓
を
多
く
伴

う
樹
木
の
表
現
、
岩
の
輪
郭
を
白
く
塗
り
残
す
表
現
な
ど
に
類
似
が
見
ら
れ
、
本
作
と
何
か
し
ら
の
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
は
確
か
か

と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
も
一
見
す
る
と
同
じ
画
家
の
作
と
み
な
し
た
く
な
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
所
々
に
本
作
と
は
異
な
る
要
素
が

見
受
け
ら
れ
る
点
は
注
意
さ
れ
る
。
と
く
に
大
き
な
相
違
点
は
岩
皴
で
、
旧
ド
ラ
ッ
カ
ー
本
で
は
斧
劈
皴
を
意
識
し
た
描
法
と
な
っ

て
お
り
、
本
作
に
比
し
て
よ
り
整
理
が
進
ん
で
い
る
。
ま
た
面
貌
表
現
に
つ
い
て
も
、
大
き
な
楕
円
形
の
鼻
孔
な
ど
は
、
本
作
の
描

写
を
よ
り
誇
張
し
た
表
現
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
表
現
を
、
同
じ
画
家
に
お
け
る
画
業
の
諸
段
階
と
し
て
捉
え
る
見
方

も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
口
元
や
衣
文
に
本
作
や
他
の
真
康
画
と
は
異
な
る
筆
癖
が
見
受
け
ら
れ
る
点
は
看
過
で
き
な
い
。
そ

し
て
、
画
面
内
に
必
ず
印
章
を
捺
す
真
康
画
の
な
か
に
あ
っ
て
、
旧
ド
ラ
ッ
カ
ー
本
に
は
印
章
が
捺
さ
れ
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
な
い

点
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
画
面
の
切
り
詰
め
が
あ
っ
た
と
す
る
見
方
も
存
在
す
る
が（12
）、

特
段
の
根
拠
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
。
以
上

の
諸
点
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
や
は
り
本
作
と
は
別
の
画
人
作
と
み
た
ほ
う
が
穏
当
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
下
草
や
背
後
の
竹
葉
の

表
現
も
パ
タ
ー
ン
化
が
著
し
く
、
本
作
の
よ
う
な
真
康
周
辺
の
道
釈
人
物
画
を
参
考
に
し
て
描
か
れ
た
も
の
と
も
想
定
さ
れ
る（13
）。

た
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だ
し
、
絹
質
の
特
性
な
ど
か
ら
見
て
も
、
本
作
と
さ
ほ
ど
隔
た
ら
な
い
時
期
に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
、
真
康
画
と
同
じ
く
十
五
世
紀

代
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
見
て
お
き
た
い（14
）。

さ
て
、
仲
安
真
康
の
画
業
を
考
察
す
る
う
え
で
、
先
に
ふ
れ
た
新
出
の
総
世
寺
本
「
四
仏
図
（
伝
十
三
仏
図
）」【
図
10
】
は
き
わ

め
て
重
要
な
情
報
を
も
た
ら
す
と
い
え
る
。
総
世
寺
本
は
四
幅
か
ら
な
る
水
墨
仏
画
作
例
で
、
各
幅
に
「
真
康
」
白
文
重
郭
方
印
と

「
意
足
道
人
」
朱
文
長
方
印
、
そ
し
て
「
常
陽
真
康
十
九
歳
筆
」
の
署
名
を
伴
う
【
図
11
】。
総
世
寺
本
を
初
め
て
世
に
紹
介
し
た
橋

本
遼
太（15
）は

、「
仲
安
」
印
と
「
真
康
」
印
を
伴
う
個
人
本
「
白
衣
観
音
図
」
や
、
同
時
代
に
お
け
る
鎌
倉
地
方
絵
画
と
の
類
似
を
指
摘

し
、
総
世
寺
本
に
記
さ
れ
る
「
真
康
」
を
「
仲
安
真
康
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
」
と
結
論
付
け
て
い
る
。
総
世
寺
本

は
、
こ
れ
ま
た
一
見
す
る
と
時
代
が
下
り
そ
う
な
画
面
印
象
を
も
た
ら
す
作
で
あ
る
が
、
子
細
に
見
る
と
、
衣
文
線
の
合
間
に
適
宜

陰
影
を
施
す
点
や
、
起
筆
・
終
筆
が
隣
接
す
る
墨
線
か
ら
わ
ず
か
に
離
れ
る
点
な
ど
、
他
の
真
康
画
と
の
近
似
が
認
め
ら
れ
る
。
そ

し
て
本
作
や
後
述
の
水
戸
徳
川
家
旧
蔵
「
寒
山
拾
得
図
」【
図
13
】
と
ま
っ
た
く
印
影
を
同
じ
く
す
る
「
意
足
道
人
」
印
が
捺
さ
れ
て

い
る
点
や
、
同
じ
く
「
寒
山
拾
得
図
」
の
落
款
の
筆
跡
と
の
近
似
性
な
ど
も
考
慮
す
れ
ば
、
や
は
り
真
康
の
若
描
き
作
品
と
し
て
位

置
付
け
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る（16
）。

Ｔ
字
形
を
呈
す
よ
う
な
短
い
岩
皴
表
現
は
、
建
長
寺
所
蔵
の
八
幅
本
「
十
六
羅
漢
図
」
な
ど

に
も
近
く
、
こ
う
し
た
仏
画
作
例
と
の
比
較
考
察
が
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

そ
し
て
、
河
合
正
朝（17
）が

指
摘
す
る
よ
う
に
、
真
康
の
画
歴
を
「
謹
厳
な
も
の
か
ら
粗
放
な
も
の
へ
と
い
う
志
向
」
と
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
若
年
時
の
真
体
描
法
か
ら
後
年
の
行
体
描
法
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
も
の
と
も
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

想
定
は
、
例
え
ば
東
福
寺
で
活
躍
し
た
吉
山
明
兆
（
一
三
五
二
〜
一
四
三
一
）
の
画
歴
に
も
通
じ
る
と
い
え
る
。
明
兆
が
三
十
代
前

半
に
手
が
け
た
「
五
百
羅
漢
図
」
で
は
き
わ
め
て
謹
直
な
描
法
を
示
す
の
に
対
し
、
晩
年
に
描
い
た
と
推
察
さ
れ
る
巨
幅
の
「
白
衣

観
音
図
」
で
は
、
じ
つ
に
荒
々
し
い
画
風
を
示
し
て
い
る（18
）。

ま
た
後
述
す
る
と
お
り
、
真
康
が
は
じ
め
は
寺
内
で
絵
仏
師
的
な
仕
事
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を
行
い
つ
つ
、
五
山
内
で
地
位
を
上
げ
る
に
つ
れ
て
、
玉
畹
梵
芳
（
一
三
四
八
〜
一
四
二
〇
〜
？
）
の
よ
う
な
禅
余
画
的
な
画
風
へ

と
変
遷
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
い
ま
述
べ
た
様
式
展
開
の
想
定
と
も
辻
褄
は
合
う
と
い
え
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
前
提

に
立
つ
と
す
れ
ば
、
い
か
に
も
禅
寺
の
公
用
物
と
し
て
の
性
格
が
強
い
本
作
は
、
真
康
が
絵
仏
師
的
な
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
比
較

的
若
い
段
階
で
の
作
画
と
位
置
付
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

3

伝
歴
の
再
検
討

仲
安
真
康
の
伝
歴
に
つ
い
て
は
不
詳
な
点
が
多
い
も
の
の
、『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
に
お
い
て
河
合
正
朝
が
簡
潔
に
ま
と
め
て
い

る
の
で
そ
れ
を
引
用
し
て
お
こ
う（19
）。

仲
安
真
康
（
ち
ゅ
う
あ
ん
し
ん
こ
う
）

臨
済
宗
。
派
別
不
詳
。
法
諱
は
真
康
、
道
号
は
仲
安
。
生
国
・
俗
姓
・
示
寂
の
年
な
ど
不
詳
。
別
に
東
光
、
九
華
山
人
、
意

足
道
人
な
ど
と
も
号
す
。
お
そ
ら
く
、
十
刹
な
い
し
は
諸
山
を
歴
住
の
の
ち
、
建
長
寺
西
来
庵
に
在
り
、
た
め
に
、
康
西
堂
の

名
を
も
っ
て
呼
ば
れ
た
。
画
事
に
巧
み
で
、
同
じ
く
建
長
寺
の
画
僧
と
し
て
知
ら
れ
る
祥
啓
の
師
と
さ
れ
、
そ
の
画
風
は
、
ひ

ろ
く
十
六
世
紀
の
い
わ
ゆ
る
関
東
派
水
墨
画
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
活
躍
の
時
期
は
、
お
お
よ
そ
応
仁
・
文
明
の
こ
ろ
、

十
五
世
紀
後
半
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
。
遺
品
も
少
な
く
な
い
。（
筆
者
註
：
参
照
文
献
・
主
要
絵
画
略
）

こ
の
う
ち
、
活
躍
年
代
を
「
お
お
よ
そ
応
仁
・
文
明
の
こ
ろ
」
と
記
す
の
は
、
お
そ
ら
く
は
祥
啓
の
活
躍
年
代
か
ら
導
き
出
さ
れ

た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
が
、
そ
の
他
の
記
述
の
大
部
分
は
近
世
の
画
譜
類
を
参
照
し
て
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
以
下
、
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近
世
画
譜
類
の
な
か
か
ら
「
康
西
堂
」
な
い
し
「
仲
安
真
康
」
に
ふ
れ
る
主
な
記
述
を
列
挙
し
て
み
よ
う（20
）。

﹇
史
料
1
﹈『
丹
青
若
木
集
』
狩
野
一
渓
編
・
慶
安
〜
承
応
年
間
（
一
六
四
八
〜
五
五
）
頃

　
　

康
西
堂
〈
鎌
倉
建
長
寺
僧
〉
（
※
筆
者
註
：
系
図
内
）

﹇
史
料
2
﹈『
弁
玉
集
』
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
刊

　
　

康
西
堂

鎌
倉
建
長
寺
僧
。（
※
筆
者
註
：
不
明
印
三
顆
）

﹇
史
料
3
﹈『
画
工
便
覧
』
新
井
白
石
編
・
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
刊

　
　

康
西
堂
巨
幅

建
長
寺
僧
、
慰
丹
青
図
絵
人
物
及
仏
像
、
無
器
趣
。

﹇
史
料
4
﹈『
続
本
朝
画
史
（
皇
朝
名
画
拾
彙
）』
檜
山
坦
斎
編
・
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
刊

　
　

康
西
堂

住
鎌
倉
建
長
寺
西
来
庵
、
善
画
、
祥
啓
従
学
之
、
或
作
江
西
堂
。

﹇
史
料
5
﹈『
同
』

　
　

仲
安
直（

真
）康

号
九
華
山
人
、
或
意
足
道
人
龍
杏
、
其
画
尤
似
啓
書
記
、
画
仏
像
人
物
、
今
所
刊
行
印
譜
、
有
以
龍
杏
之
印
為
祥

啓
印
、
所
画
以
髣
髴
誤
鑑
也
。

﹇
史
料
6
﹈『
本
朝
画
纂
』
谷
文
晁
編
・
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
以
前

　
　

僧
仲
安

諱
真
康
号
意
足
道
人
、
画
人
物
墨
梅
（
人
物
図
）

以
上
を
通
覧
す
る
と
、
ま
ず
﹇
史
料
1
﹈﹇
史
料
2
﹈
で
は
、
系
図
中
で
祥
啓
の
師
と
し
て
位
置
付
け
つ
つ
も
、「
鎌
倉
建
長
寺
僧
」

と
簡
略
な
記
述
で
あ
る
の
に
対
し
、﹇
史
料
3
﹈
で
は
、
そ
の
作
画
範
囲
を
「
人
物
及
仏
像
」
と
規
定
し
た
う
え
で
、「
巨
幅
」
や
「
無



34

器
趣
」
と
い
っ
た
、
何
か
し
ら
の
実
見
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
記
述
を
残
し
て
い
る
。
よ
り
詳
細
な
記
述
を
残
す
の
が
、
続
く
﹇
史

料
4
﹈﹇
史
料
5
﹈
で
あ
る
が
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
「
康
西
堂
」
と
「
仲
安
真
康
」
と
を
別
々
に
立
項
し
て
い
る
。「
康
西
堂
」

に
つ
い
て
は
、
西
来
庵
に
住
し
た
こ
と
と
、
祥
啓
が
こ
れ
に
従
っ
て
学
ん
だ
こ
と
、
ま
た
「
江
西
堂
」
と
も
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ

た
こ
と
な
ど
、
記
述
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
本
書
に
お
い
て
初
め
て
「
仲
安
真
康
」
と
い
う
名
が
画
譜
上
に
登
場
す
る
。「
九
華

山
人
」「
意
足
道
人
」
と
い
う
号
名
を
記
す
の
は
、
お
そ
ら
く
実
作
品
の
落
款
に
基
づ
く
も
の
か
と
思
わ
れ
る
が
、
続
い
て
記
述
さ
れ

る
「
龍
杏
」
な
る
画
人
は
存
在
せ
ず
、「
式
部
」
印
の
誤
読
で
あ
り
、
現
在
は
式
部
輝
忠
の
作
例
が
そ
れ
に
該
当
す
る
こ
と
は
、
す
で

に
山
下
裕
二（21
）が

指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。﹇
史
料
6
﹈
で
は
「
康
西
堂
」
の
項
目
は
な
く
、「
僧
仲
安
」
で
立
項
し
て
、
そ
の
作
画

範
囲
に
「
墨
梅
」
を
追
加
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
以
上
の
諸
史
料
を
総
合
し
た
の
が
次
の
『
古
画
備
考（22
）』

で
あ
る
。

﹇
史
料
7
﹈『
古
画
備
考
』
二
十
一
下
・
名
画
九
下

朝
岡
興
禎
編
・
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
起
筆

康
西
堂

住
鎌
倉
西
来
庵
、
善
画
、
祥
啓
従
学
之
、
或
作
江
西
堂
〈
拾
彙
〉

〇
仲
安
真
康
、
九
華
山
人
、
或
号
意
足
道
人
龍
杏
、
其
画
尤
似
啓
書
記
、
画
仏
像
人
物
、
今
所
刊
行
印
譜
、
有
以
龍
杏
之
印
為

祥
啓
印
、
所
画
以
髣
髴
誤
鑑
也
〈
同
書
〉

案
仲
安
真
康
、
即
康
西
堂
、
坦
斎
所
著
拾
彙
、
何
故
別
立
伝
、
甚
可
疑
矣
、
今
並
録
焉
。

〇
古
文
書

（
※
筆
者
註
：
後
掲
）

〇
弁
玉
集
、
此
龍
杏
の
印
を
以
て
啓
書
記
の
印
中
に
出
す
。
龍
杏
ハ
画
史
に
一
人
と
す
、
誤
也
。
然
共
龍
杏
の
印
を
啓
書
記
と

思
ひ
て
、
啓
書
記
の
偽
画
に
此
印
を
多
く
押
事
な
り
。
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〇
仲
安
寒
山
〈
探
幽
図
取
〉、
九
華
真
康
二
十
六
歳
筆
（
落
款
）〈
考
フ
ル
ニ
七
十
六
ノ
摩
滅
ナ
ル
ベ
シ
〉

〇
仲
安
有
二
人
〈
一
則
仲
安
梵
師
出
釈
門
部
、
一
則
仲
安
真
康
即
康
西
堂
也
〉

（
※
筆
者
註
：
落
款
・
印
譜
等
は
省
略
）

こ
こ
に
お
い
て
、「
案
仲
安
真
康
、
即
康
西
堂
」
と
い
う
判
断
の
も
と
、
初
め
て
「
康
西
堂
」
と
「
仲
安
真
康
」
と
が
並
べ
て
記
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
以
降
、
両
者
が
同
一
人
物
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
（
な
お
、
文
中
に
も
あ
る
と
お
り
「
仲

安
梵
師
」
に
つ
い
て
は
別
途
立
項
し
て
い
る
）。
一
方
、﹇
史
料
1
﹈
か
ら
﹇
史
料
6
﹈
を
通
覧
す
る
か
ぎ
り
、
江
戸
期
を
通
じ
て
「
康

西
堂
」
な
い
し
「
仲
安
真
康
」
が
重
要
画
家
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
後
代
の
画
譜
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
『
本
朝
画
史
』
に
そ
の
名
が
立
項
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
一
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
か
ろ
う
じ
て
狩
野

探
幽
が
そ
の
落
款
を
記
録
し
て
は
い
る
も
の
の
（﹇
史
料
7
﹈「
探
幽
図
取
」
お
よ
び
個
人
本
『
探
幽
縮
図
』）、
木
挽
町
狩
野
家
模
本

内
に
は
「
康
西
堂
」
な
い
し
「
仲
安
真
康
」
の
模
写
は
ま
っ
た
く
確
認
で
き
ず
、
多
く
の
祥
啓
画
の
模
写
が
な
さ
れ
た
の
と
は
好
対

照
を
な
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
近
世
を
通
じ
て
真
康
の
偽
作
が
作
ら
れ
る
余
地
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
も
あ

る
。一

方
、「
西
堂
」
と
い
う
高
い
地
位
と
の
兼
ね
合
い
を
示
す
史
料
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
き
た
の
が
、﹇
史
料
7
﹈
で
後
掲
と
し
た
宝

徳
四
年
（
一
四
五
二
）
の
次
の
文
書
で
あ
る
。

﹇
史
料
8
﹈「
東
光
真
康
大
禰
宜
職
補
任
状
」（
金
指
文
書
）

伊
豆
国
那
□﹇
賀
﹈郷

三
嶋
宮
之
□﹇
本
﹈社

大
禰
宜
職
□﹇
之
事
﹈□

〈
任
二
先
証
一
之
旨
□﹇
下
﹈□﹇
渡
﹈之

事
〉
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合
田
﹇　
　
　
　

﹈
屋
敷
壱
所
者

右
、
任
二
先
例
一
、
所
レ
宛
二-

行
金
指
左
衛
門
四
郎
遠
□﹇
義
﹈一
□﹇
也
﹈、
於
二
御
祈
禱
以
下
祭
□﹇
礼
﹈等

一
者
、
守
二
旧
規
一
、
無
二
懈
怠
一
可
レ
□﹇
被
﹈レ

□﹇
為
﹈二
勤
仕
一
也
、
但
乍
レ
居
レ
職
、
怠
□﹇
其
﹈事
者
、
堅
可
レ
有
二
其
誡
者
一
□﹇
也
﹈、
仍
補
任
状
如
レ
件
、

宝
徳
四
年
〈
壬
申
〉
□﹇
六
月
﹈□

十
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
光
真
康
（
花
押（23
））

こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
湯
山
学（24
）に

よ
っ
て
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
も
こ
れ
を
参
照
し
た
い
。
こ
こ
に
記
さ
れ
る
伊
豆

国
那
賀
郷
三
嶋
宮
は
静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
に
あ
る
伊
那
上
神
社
を
指
し
、
同
社
の
大
禰
宜
職
を
補
任
す
る
も
の
で
あ
る
。
文
中
の

「
東
光
」
は
、
鎌
倉
の
二
階
堂
に
か
つ
て
所
在
し
た
相
模
の
十
刹
寺
院
で
あ
る
東
光
寺
で
、
護
良
親
王
の
菩
提
所
と
し
て
も
位
置
付
け

ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
東
光
寺
住
持
職
と
し
て
名
前
が
記
さ
れ
る
の
が
「
真
康
」
な
る
人
物
で
あ
る
が
、
は
た
し
て
こ
の
「
真

康
」
が
仲
安
真
康
と
同
一
人
物
で
あ
る
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。

こ
の
こ
と
を
検
証
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
仲
安
真
康
の
道
号
法
諱
に
つ
い
て
再
検
討
し
て
み
た
い
。
現
存
諸
作
に
捺
さ
れ
る
印

章
の
順
番
か
ら
見
て
も
、「
仲
安
」
が
道
号
で
「
真
康
」
が
法
諱
と
み
な
さ
れ
、
先
に
あ
げ
た
諸
史
料
で
も
そ
の
よ
う
に
表
記
し
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
真
康
作
品
に
捺
さ
れ
る
朱
文
鼎
印
の
印
影
が
「
真
」
と
は
読
め
ず
、
む
し
ろ
「
菫
」
に
近
い
こ
と
か
ら
、「
真

康
」
を
「
菫
康
」
と
み
る
意
見
も
あ
る
が（25
）、「

四
仏
図
（
伝
十
三
仏
図
）」
や
水
戸
徳
川
家
旧
蔵
「
寒
山
拾
得
図
」
に
お
い
て
自
ら
「
真

康
」
と
署
名
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
「
真
康
」
を
法
諱
と
し
て
捉
え
る
こ
と
と
す
る
。

こ
こ
で
玉
村
竹
二（26
）が

ま
と
め
た
道
号
法
諱
の
原
則
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
法
諱
の
上
字
は
同
じ
法
系
内
で
通
用
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る

「
系
字
」
で
あ
り
、
下
字
が
そ
の
禅
僧
の
個
別
的
な
名
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
建
長
寺
で
書
記
を
務
め
た
賢
江
祥
啓
が
、「
祥
」
を
系

字
に
も
つ
大
覚
派
了
堂
素
安
下
（
建
長
寺
宝
珠
庵
派
）
に
属
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
一
方
、
通
称
で
は
「
啓
書
記
」
と
呼
ば
れ
る
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如
く
で
あ
る
。
そ
し
て
、
仲
安
真
康
の
「
真
」
を
系
字
と
し
て
も
つ
一
派
を
探
す
と
、
元
か
ら
の
渡
来
僧
で
あ
る
一
山
一
寧
（
一
二

四
七
〜
一
三
一
七
）
を
派
祖
と
す
る
臨
済
宗
一
山
派
、
わ
け
て
も
太
清
宗
渭
（
一
三
二
一
〜
一
三
九
一
）
の
派
下
で
用
い
ら
れ
る
系

字
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
【
図
12（27
）】。

太
清
宗
渭
は
鎌
倉
浄
智
寺
に
住
し
て
義
堂
周
信
（
一
三
二
五
〜
一
三
八
八
）
ら
と
交
流
し
つ
つ

も
、
晩
年
に
は
相
国
寺
の
住
持
も
務
め
、
ま
た
門
下
の
叔
英
宗
播
（
？
〜
一
四
四
一
）
が
弟
子
た
ち
に
多
く
「
真
」
字
を
用
い
た
こ

と
か
ら
、
相
国
寺
雲
頂
院
の
徒
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
が
、
円
覚
寺
の
公
帖
を
受
け
た
大
元
真
倪
（
生
没
年
不
詳
）
や
大
雅
真
頌
（
生

没
年
不
詳
）
な
ど
の
一
山
派
僧
に
も
「
真
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
「
真
」
字
が
一
山
派
太
清
下
で
用
い
ら
れ
る
系
字
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
仲
安
真
康
も
ま
た
一
山
派
に
属
し

た
禅
僧
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
禅
僧
と
し
て
の
修
行
が
あ
る
程
度
完
成
し
た
段
階
で
、
師
か
ら
「
仲
安
」

の
道
号
を
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
玉
村
が
整
理
し
た
道
号
法
諱
の
原
則
で
は
、
法
諱
の
下
字
と
道
号
の
上
字
と
は
何
ら
か
の
字
義
上

の
つ
な
が
り
を
有
す
が
、「
康
」（
や
す
ら
か
）
と
「
仲
」（
な
か
だ
ち
）
と
は
、
明
ら
か
に
意
味
的
に
通
底
し
合
う
と
い
え
る
。
こ
の

点
に
お
い
て
も
、「
仲
安
」
は
い
わ
ゆ
る
地
名
や
斎
号
な
ど
で
は
な
く
、
道
号
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
を
ふ
ま
え
る
と
、「
四
仏
図
（
伝
十
三
仏
図
）」
に
お
い
て
、「
常
陽
真
康
十
九
歳
筆
」
の
署
名
と
と
も
に
、
他
と
は
異
な
る
印

影
を
も
つ
「
真
康
」
白
文
重
郭
方
印
の
み
が
捺
さ
れ
、
他
の
作
品
に
捺
さ
れ
る
「
仲
安
」
朱
文
重
郭
方
印
が
捺
さ
れ
な
い
こ
と
も
解

釈
で
き
る
。
つ
ま
り
、
十
九
歳
の
段
階
に
あ
っ
て
は
、
ま
だ
道
号
を
得
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
「
仲
安
」
の

道
号
を
得
た
後
に
、
法
諱
の
印
章
も
朱
文
鼎
印
へ
と
替
え
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
重
要
な
の
は
、
真
康
の
作
品
で
は
、
若

描
き
の
「
四
仏
図
（
伝
十
三
仏
図
）」
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
の
作
画
に
お
い
て
も
道
号
と
法
諱
の
両
方
の
印
章
が
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
他
の
関
東
水
墨
画
人
の
な
か
で
道
号
と
法
諱
が
は
っ
き
り
と
判
明
す
る
人
物
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
こ
の
こ
と
は
真
康
が
、

比
較
的
早
く
に
師
か
ら
道
号
を
得
る
よ
う
な
立
場
に
昇
格
し
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
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一
方
で
興
味
深
い
の
が
、
十
九
歳
と
い
う
若
さ
に
し
て
、
真
康
が
す
で
に
「
意
足
道
人
」
と
い
う
き
わ
め
て
隠
逸
的
な
別
号
の
印

章
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
意
足
道
人
」
印
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
は
、
年
齢
で
は
な
く
画
題
に
応
じ
て
捺
し
た
可
能

性
も
言
及
さ
れ
て
い
る
が（28
）、

い
ず
れ
に
せ
よ
早
く
よ
り
隠
逸
的
な
志
向
を
も
っ
た
禅
僧
で
あ
っ
た
と
思
し
い
。
こ
の
こ
と
は
、
二
十

代
か
ら
墨
蘭
を
描
い
た
玉
畹
梵
芳
を
彷
彿
と
さ
せ
よ
う（29
）。

さ
ら
に
い
く
つ
か
の
史
料
で
は
、
真
康
が
「
九
華
山
人
」
と
い
う
別
号
を
有
し
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
水
戸
徳
川
家
旧
蔵
の
「
寒

山
拾
得
図
」【
図
13
】
が
そ
れ
で
あ
り（30
）、

そ
こ
に
は
本
作
と
同
じ
く
「
意
足
道
人
」
朱
文
長
方
印
と
「
仲
安
」
朱
文
重
郭
方
印
、「
真

康
」
朱
文
鼎
印
が
縦
方
向
に
捺
さ
れ
、
さ
ら
に
「
九
華
山
人
釈
真
康
」
と
い
う
署
名
が
な
さ
れ
て
い
る
（
左
幅
は
鏡
文
字
で
記
す
）。

先
述
の
と
お
り
書
体
も
「
四
仏
図
（
伝
十
三
仏
図
）」
と
同
じ
と
み
て
よ
く
、
同
一
人
物
に
よ
る
筆
記
と
み
な
さ
れ
る
。﹇
史
料
7
﹈

『
古
画
備
考
』
で
は
、
探
幽
が
写
し
た
と
さ
れ
る
「
九
華
真
康
二
十
六
歳
筆
」
と
い
う
落
款
を
掲
出
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
、「
考
フ
ル

ニ
七
十
六
ノ
摩
滅
ナ
ル
ベ
シ
」
と
注
記
し
て
い
る
が
、
十
九
歳
の
作
例
が
発
見
さ
れ
た
現
段
階
に
お
い
て
は
、
二
十
六
歳
の
落
款
が

あ
っ
た
と
し
て
も
不
自
然
で
は
な
か
ろ
う
。

そ
し
て
「
九
華
山
人
」
は
、
幻
住
派
僧
で
常
陸
法
雲
寺
に
住
し
た
一
曇
聖
瑞
（
活
躍
期
：
応
永
年
間
）
の
号
と
同
じ
で
あ
り
、
さ

ら
に
後
に
足
利
学
校
七
世
庠
主
と
な
る
玉
崗
瑞
璵
（
九
華
瑞
璵

一
五
〇
〇
〜
一
五
七
八
）
が
用
い
た
号
で
も
あ
る
。
常
陸
は
幻
住

派
の
盛
ん
な
地
域
で
あ
り
、
法
雲
寺
に
は
高
峰
原
妙
の
頂
相
も
伝
存
し
て
い
る
。
ま
た
足
利
学
校
と
も
深
い
つ
な
が
り
を
有
し
、
さ

ら
に
儒
学
学
習
を
介
し
た
宝
珠
庵
派
と
一
山
派
の
交
流
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（31
）。

真
康
に
よ
る
フ
リ
ー
ア
本
「
高
峰
原
妙
像
」
も
、
こ

の
よ
う
な
常
陸
・
鎌
倉
を
取
り
巻
く
幻
住
派
・
宝
珠
庵
派
・
一
山
派
な
ど
の
複
合
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
も
と
に
制
作
さ
れ
た
も
の

と
み
ら
れ
る（32
）。

話
を
「
東
光
真
康
」
に
戻
せ
ば
、
相
模
東
光
寺
は
、
一
山
一
寧
の
塔
所
で
あ
る
建
長
寺
玉
雲
庵
（
廃
寺
）
と
並
び
、
ま
さ
し
く
一
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山
派
の
拠
点
寺
院
で
あ
っ
た
。
東
光
寺
の
開
創
年
代
は
不
詳
だ
が
、『
扶
桑
五
山
記
』
や
「
和
漢
禅
刹
次
第
』
で
は
、
一
山
一
寧
の
法

嗣
で
あ
る
月
山
友
桂
（
生
没
年
不
詳
）
を
開
山
と
し
て
挙
げ
て
お
り
（『
竺
仙
和
尚
語
録
』
に
も
「
東
光
禅
寺
住
持
比
丘
友
桂
」
と
記

さ
れ
る
）、
そ
の
後
も
東
光
寺
関
係
で
名
前
の
挙
が
る
禅
僧
は
い
ず
れ
も
一
山
派
僧
で
あ
る（33
）。

ま
た
先
に
ふ
れ
た
伊
豆
国
那
賀
郷
三
嶋

宮
の
周
辺
に
は
、
一
山
一
寧
の
開
山
に
よ
る
帰
一
寺
や
、
一
山
派
の
東
林
友
丘
（
？
〜
一
三
六
九
）
に
よ
り
開
創
さ
れ
た
円
通
寺
な

ど
が
あ
り
、
一
山
派
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

仮
に
以
上
述
べ
来
っ
た
よ
う
に
、
真
康
が
一
山
派
に
属
す
る
僧
で
、
早
く
に
道
号
を
得
て
活
躍
し
、
か
つ
玉
畹
梵
芳
の
よ
う
に
隠

逸
的
な
志
向
を
持
つ
禅
僧
（
隠
逸
的
な
志
向
を
持
ち
つ
つ
も
五
山
内
で
昇
格
を
果
た
し
た
禅
僧
）
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
十
代

に
僧
と
な
っ
て
常
陸
か
ら
鎌
倉
へ
上
り
、
建
長
寺
で（34
）修

行
を
積
み
な
が
ら
寺
内
で
絵
仏
師
的
な
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、
や
が
て
侍
者
・

蔵
主
・
書
記
・
後
堂
首
座
・
前
堂
首
座
と
昇
進
し
、
諸
山
の
公
帖
を
受
け
て
諸
山
西
堂
位
と
な
り
、
そ
の
後
十
刹
東
光
寺
の
住
持
格

を
得
て
住
持
に
就
任
し
た
と
い
う
想
定
も
、
あ
な
が
ち
無
理
の
あ
る
も
の
で
は
な
い（35
）。

畢
竟
、
真
康
が
西
堂
と
い
う
地
位
に
あ
っ
た

可
能
性
や
、「
東
光
真
康
」
が
仲
安
真
康
で
あ
る
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、﹇
史
料
8
﹈
の
書
体
は
、
原
本
『
古
画
備
考
』（
東
京
藝
術
大
学
蔵
）
や
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
を
見
て
も
、
写

し
と
は
い
え
「
四
仏
図
（
伝
十
三
仏
図
）」
お
よ
び
水
戸
徳
川
家
旧
蔵
「
寒
山
拾
得
図
」
の
落
款
の
書
体
と
す
ぐ
さ
ま
同
じ
と
は
言
い

難
い
。
あ
る
い
は
文
書
を
書
い
た
の
が
右
筆
な
い
し
書
記
を
務
め
た
禅
僧
で
、
住
持
は
花
押
部
分
の
み
を
記
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
、

な
お
比
較
対
象
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、「
東
光
真
康
」
を
仲
安
真
康
そ
の
人
と
結
論
付
け
る
に
は
い

ま
だ
史
料
が
不
足
し
て
お
り
、
最
終
的
な
決
定
打
に
欠
け
る
点
が
惜
し
ま
れ
る
。
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4

様
式
的
特
質
と
淵
源

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
本
作
を
真
康
作
品
と
し
て
捉
え
、
そ
の
伝
歴
を
再
検
討
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
本
作
を
含
む
十
五
世
紀
鎌

倉
画
壇
に
お
け
る
絵
画
様
式
の
特
質
と
そ
の
淵
源
に
つ
い
て
も
付
言
し
て
お
き
た
い
。
本
作
や
旧
ド
ラ
ッ
カ
ー
本
、
さ
ら
に
建
長
寺

に
伝
蔵
さ
れ
る
「
三
十
二
観
音
図
」【
図
14
】
な
ど
の
諸
作
（
以
下
、「
鎌
倉
諸
作
」
と
総
称
）
は
、
い
ず
れ
も
よ
く
似
た
画
風
を
示

す
も
の
だ
が
、
と
く
に
「
三
十
二
観
音
図
」
が
建
長
寺
の
観
音
懺
法
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
み
て（36
）、

い
ず
れ
も
鎌

倉
地
方
で
描
か
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
作
例
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究（37
）に

よ
っ
て
、
鎌
倉
地

方
に
伝
統
的
に
踏
襲
さ
れ
て
き
た
牧
谿
様
の
範
疇
に
収
ま
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

禅
宗
の
導
入
に
よ
り
い
ち
早
く
水
墨
画
の
根
付
い
た
鎌
倉
で
は
、
早
く
よ
り
牧
谿
作
品
の
受
容
が
確
認
で
き
、
そ
の
後
も
連
綿
と

牧
谿
様
が
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
元
応
二
年
（
一
三
二
〇
）
に
作
成
さ
れ
貞
治
二
年
（
一
三
六
三
）
に
校
合
さ
れ
た
、

円
覚
寺
仏
日
庵
の
什
宝
目
録
『
仏
日
庵
公
物
目
録
』（
以
下
『
目
録
』）
に
収
載
さ
れ
る
牧
谿
作
品
は
つ
と
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
。『
目
録
』
に
は
、
中
国
高
僧
の
頂
相
や
墨
蹟
、
舶
来
の
絵
画
作
品
、
堆
朱
や
犀
皮
な
ど
の
唐
物
工
芸
品
な
ど
が
数
多
く
収
載
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
「
猿
二
鋪
〈
牧
谿
／
仏
源
賛（38
）〉」「

坐
禅
猿
一
鋪
〈
牧
谿
／
虚
堂
賛
〉」「
松
猿
絵
一
対
〈
牧
谿
〉」「
樹
頭
絵

一
対
〈
有
鶏
牧
谿
〉
観
音
」
の
記
載
が
あ
り
、
四
件
七
点
の
牧
谿
作
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
仏
日
庵
は
北
条
時
宗
を
は
じ
め
と

す
る
北
条
得
宗
家
の
廟
所
で
あ
る
と
い
う
特
殊
性
を
差
し
引
い
て
も（39
）、

鎌
倉
で
牧
谿
画
と
り
わ
け
猿
を
画
題
と
す
る
作
例
が
数
多
く

受
容
さ
れ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
牧
谿
画
を
参
照
し
て
鎌
倉
で
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
建
長
寺
本

「
猿
猴
図
」
双
幅
で
あ
り
、
数
あ
る
牧
谿
猿
遺
品
の
な
か
で
も
と
り
わ
け
忠
実
に
牧
谿
様
を
踏
襲
し
て
い
る
作
と
評
価
で
き
る（40
）。

ま
た
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入
元
し
て
「
牧
谿
再
来
」
と
評
さ
れ
た
黙
庵
霊
淵
（
生
没
年
不
詳
）
の
活
躍
を
み
て
も
、
い
か
に
鎌
倉
で
牧
谿
画
が
珍
重
さ
れ
て
い

た
か
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
仲
安
真
康
に
立
ち
戻
る
な
ら
ば
、
行
体
描
法
で
描
か
れ
た
真
康
画
の
諸
作
は
い
ず
れ
も
、
明
ら
か
に
牧
谿
様
式
に
基
づ
い

て
描
か
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る（41
）。

あ
る
い
は
、
本
作
の
よ
う
な
真
体
描
法
に
基
づ
く
作
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
鬱
蒼
と
し
た
樹
木

や
そ
れ
に
ぶ
ら
さ
が
る
蔓
、
岩
棚
に
密
生
す
る
草
や
苔
、
先
端
が
Ｍ
字
形
を
な
す
岩
の
内
側
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
な
ど
は
、
牧
谿
筆
「
観

音
猿
鶴
図
」（
京
都
・
大
徳
寺
蔵
）
や
牧
谿
筆
「
羅
漢
図
」（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
）、
伝
牧
谿
筆
「
豊
干
寒
山
拾
得
図
」（
京
都
・

鹿
苑
寺
蔵
）
な
ど
に
見
受
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
五
島
美
術
館
『
牧
谿
―
憧
憬
の
水
墨
画
』
図
録（42
）に

収
載
さ
れ
て
い
る
「
伝
来
牧
谿
総
作
品
一
覧
」
を
通
覧
し
て
み
る
と
、
旧

ド
ラ
ッ
カ
ー
本
や
建
長
寺
本
に
見
ら
れ
る
、
山
中
の
岩
座
に
坐
す
観
音
や
海
上
の
岩
に
坐
す
観
音
の
図
様
な
ど
が
見
出
せ
、
牧
谿
の

伝
承
作
と
の
図
様
上
の
一
致
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
本
作
や
旧
ド
ラ
ッ
カ
ー
本
に
み
る
人
物
像
の
飄
逸
と
し
た
表
情
な
ど
も
、
伝
牧

谿
筆
「
馬
祖
龐
居
士
問
答
図
」（
京
都
・
天
寧
寺
蔵
）
や
伝
牧
谿
筆
「
玄
妙
接
僧
図
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
と
近
似
し
、
こ

れ
ら
が
広
い
範
囲
で
の
牧
谿
様
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

一
方
、
本
作
を
含
む
鎌
倉
諸
作
を
見
て
み
る
と
、
牧
谿
様
の
範
疇
に
収
ま
ら
な
い
表
現
も
看
取
で
き
る
。
具
体
的
に
は
、
明
瞭
な

輪
郭
線
を
と
も
な
う
図
案
化
さ
れ
た
波
や
水
流
、
岩
の
縁
を
白
く
塗
り
残
す
表
現
、
建
長
寺
本
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
筆
線
を
執
拗
に

重
ね
る
煩
瑣
な
岩
皴
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
表
現
は
、
鎌
倉
に
伝
蔵
さ
れ
て
き
た
羅
漢
図
な
ど
の
請
来
仏
画
に
そ
の
淵
源
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
以
下
、
も
と
は
鎌
倉
の
寺
院
に
伝
来
し
た
南
宋
時
代
の
大
徳
寺
本
「
五
百
羅
漢
図
」

や
、
元
時
代
の
作
と
さ
れ
る
禅
月
様
の
称
名
寺
本
「
十
六
羅
漢
図
」
な
ど
と
比
較
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
表
現
に
つ
い
て
見
て
い
き

た
い（43
）。
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（
1
）
図
案
化
さ
れ
た
波
や
水
流

先
に
挙
げ
た
鎌
倉
諸
作
に
共
通
し
て
目
立
つ
の
が
、
デ
ザ
イ
ン
化
さ
れ
た
概
念
的
な
波
や
水
流
で
あ
る
。
輪
郭
線
の
明
瞭
な
触
手

状
あ
る
い
は
蕨
手
状
の
波
が
連
な
る
表
現
を
取
り
、
時
に
は
所
々
に
黒
い
穴
を
穿
っ
て
い
る
。
ま
た
渓
流
上
の
岩
や
石
を
墨
点
や
墨

面
で
図
案
化
し
て
表
す
の
も
特
徴
で
あ
る
。
触
手
状
の
波
は
、
大
徳
寺
本
6
・
11
・
22
・
66
・
67
・
78
な
ど
多
く
の
画
幅
に
見
出
す

こ
と
が
で
き
、
こ
の
よ
う
な
着
色
仏
画
に
お
け
る
表
現
を
水
墨
画
に
転
用
し
醸
成
さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
表
現
は
後

に
常
陸
・
鎌
倉
で
活
躍
し
た
雪
村
の
作
に
も
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。
一
方
、
京
都
画
壇
に
お
い
て
は
、
明
兆
派

や
宅
間
派
の
着
色
画
な
い
し
水
墨
画
の
一
部
に
こ
う
し
た
触
手
状
の
波
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
輪
郭
線
の
明
瞭
化
は
鎌
倉
諸

作
の
ほ
う
が
よ
り
著
し
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
渓
流
中
の
岩
や
石
を
黒
く
表
す
表
現
も
ま
た
大
徳
寺
本
（
54
・
75
・
B5
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
同
様
な
表
現

は
明
時
代
の
浙
派
系
の
作
例
な
ど
に
も
見
ら
れ
は
す
る
が
、
作
品
の
制
作
年
代
や
伝
播
状
況
等
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
や
は
り
以
上

の
よ
う
な
宋
元
時
代
の
羅
漢
図
な
ど
の
請
来
仏
画
か
ら
の
転
用
と
理
解
し
た
ほ
う
が
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
鎌
倉
画
壇
に
お
い
て
は
、
着
色
仏
画
に
お
け
る
表
現
を
水
墨
画
に
も
転
用
さ
せ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
て
お

き
た
い（44
）。

例
え
ば
通
常
は
着
色
で
表
さ
れ
る
頂
相
に
お
い
て
も
、「
在
中
広
衍
像
」（
神
奈
川
・
報
国
寺
蔵
、
一
三
八
八
年
）、「
曇
芳

周
応
像
」（
神
奈
川
・
仏
日
庵
蔵
、
十
五
世
紀
初
）、
祥
啓
筆
・
玉
隠
英
璵
賛
「
喜
江
禅
師
像
」（
建
長
寺
蔵
、
一
五
〇
〇
年
）
な
ど
、

墨
一
色
で
描
く
頂
相
遺
品
が
中
世
を
通
じ
て
知
ら
れ
る（45
）。

む
ろ
ん
、
フ
リ
ー
ア
本
「
高
峰
原
妙
像
」
も
そ
こ
に
含
ま
れ
る
。

（
2
）
縁
を
白
く
塗
り
残
す
岩

こ
れ
も
鎌
倉
諸
作
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
鏡
堂
覚
円
賛
「
如
意
輪
観
音
像
」（
愛
知
・
大
樹
寺
蔵
）
や
一
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山
一
寧
賛
「
達
磨
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）、
前
掲
「
喜
江
禅
師
像
」
な
ど
、
鎌
倉
後
期
か
ら
室
町
後
期
に
至
る
一
連
の
中
世
鎌

倉
地
方
絵
画
に
こ
う
し
た
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
元
時
代
の
蔡
山
筆
「
十
六
羅
漢
図
」（
花
園
大
学
歴
史
博
物
館

蔵
）
や
同
じ
く
元
時
代
の
「
釈
迦
三
尊
図
」（
京
都
・
東
福
寺
蔵
）
を
は
じ
め
と
す
る
請
来
仏
画
・
道
釈
画
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
大
陸
に
お
い
て
す
で
に
こ
の
よ
う
な
表
現
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
大
陸
か
ら
の
請
来
画
を
積
極
的
に

摂
取
し
た
鎌
倉
地
方
ら
し
い
表
現
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
注
意
す
べ
き
は
、
こ
う
し
た
表
現
が
京
都
に
お
け
る
絵
画
作
例
に
も
多
く

見
ら
れ
る
点
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
良
全
に
よ
る
「
釈
迦
三
尊
図
」（
兵
庫
・
清
荒
神
清
澄
寺
蔵
）
や
「
如
意
輪
観
音
図
」（
東
京
国
立

博
物
館
蔵
）、
明
兆
の
「
達
磨
図
」（
東
福
寺
蔵
）
や
「
三
十
三
観
音
図
」（
同
）、
あ
る
い
は
宅
間
栄
賀
に
よ
る
「
十
六
羅
漢
図
」（
藤

田
美
術
館
蔵
）
な
ど
の
作
に
も
見
受
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
相
対
的
な
物
量
で
い
え
ば
、
や
は
り
鎌
倉
地
方
絵
画
の
ほ

う
に
多
く
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
そ
こ
に
請
来
画
に
対
す
る
摂
取
の
度
合
い
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
。

こ
こ
で
「
縁
を
白
く
塗
り
残
す
岩
」
の
淵
源
に
つ
い
て
も
付
言
し
て
お
け
ば
、
こ
う
し
た
表
現
は
も
と
も
と
仏
画
や
道
釈
画
に
お

い
て
主
に
台
座
状
の
岩
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
し
て
仏
画
・
道
釈
画
の
な
か
で
も
、
お
そ
ら
く
当
初
は
『
華
厳

経
』（
八
十
華
厳
）
に
も
と
づ
く
観
音
図
（
楊
柳
観
音
・
水
月
観
音
）
に
用
い
ら
れ
て
い
た
表
現
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
第
六
十
八
「
入
法
界
品
」（『
大
正
蔵
』
10
、N

o. 279

）

見
其
西
面
巌
谷
之
中
、
泉
流
縈
映
、
樹
林
蓊
欝
、
香
草
柔
軟
、
右
旋
布
地
、
観
自
在
菩
薩
、
於
金
剛
宝
石
上
結
跏
跏
趺
坐
、
無

量
菩
薩
皆
坐
宝
石
、
恭
敬
圍
遶
、

さ
ま
ざ
ま
な
観
音
図
作
品
の
源
泉
と
な
っ
た
著
名
な
一
節
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
、
善
財
童
子
が
観
音
の
居
所
で
あ
る
補
陀
落
山

を
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
観
音
が
「
金
剛
宝
石
」
上
に
結
跏
趺
坐
し
て
い
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
適
合
す
る
よ
う
に
、



44

大
徳
寺
本
や
奈
良
・
談
山
神
社
本
を
は
じ
め
と
す
る
高
麗
時
代
の
楊
柳
観
音
像
の
大
部
分
に
お
い
て
は
、
岩
座
の
周
囲
を
金
泥
で
囲

繞
す
る
こ
と
で
観
音
の
坐
す
金
剛
宝
石
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
元
・
元
貞
元
年
（
一
二
九
五
）
の
愚
極
智
慧
賛
「
刺
繍
水
月
観
音
像
」

（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
に
お
い
て
、
岩
座
の
輪
郭
に
沿
っ
て
刺
繍
で
縁
取
り
を
行
っ
て
い
る
の
も
、
こ
う
し
た
観
音
の
金
剛
宝
石
を

意
識
し
た
表
現
と
み
な
せ
よ
う
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
観
音
の
坐
す
岩
座
（
金
剛
宝
石
）
に
用
い
ら
れ
る
聖
性
表
現
が
、
羅
漢
や
釈
迦
、
達
磨
な
ど
の
他
の
仏
画
・

道
釈
画
へ
と
転
用
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
を
水
墨
で
表
す
際
に
、
こ
の
よ
う
な
縁
を
白
く
塗
り
残
す
表
現
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
や
が
て
は
陸
信
忠
筆
「
地
蔵
十
王
図
」（
滋
賀
・
永
源
寺
蔵
）
の
よ
う
に
、
土
坡
や
通
常
の
岩
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

日
本
で
も
多
く
は
尊
像
の
坐
す
岩
座
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
縁
取
り
表
現
が
聖
性
を
付
与
す
る
意
味
を
持
っ

て
い
た
こ
と
は
お
お
む
ね
理
解
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る（46
）。

い
ず
れ
に
せ
よ
鎌
倉
地
方
に
お
い
て
こ
の
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る

の
は
、
禅
宗
の
勃
興
と
と
も
に
多
数
の
請
来
画
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
表
現
を
積
極
的
に
摂
取
し
、
か
つ
中
世
後
期

に
至
っ
て
も
継
続
し
て
使
用
し
続
け
て
き
た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
3
）
筆
線
を
執
拗
に
重
ね
る
岩
皴

そ
の
他
、
本
作
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
建
長
寺
本
で
は
、「
筆
線
を
執
拗
に
重
ね
る
岩
皴
」
が
看
取
さ
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
も

多
く
の
請
来
仏
画
（
大
徳
寺
本
7
、
9
な
ど
）
に
見
ら
れ
る
煩
瑣
な
表
現
を
踏
襲
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ほ
か
に
も
建
長
寺
本
で

は
、「
細
か
な
ブ
ロ
ッ
ク
状
の
襞
を
積
み
重
ね
る
表
現
」（
大
徳
寺
本
74
、
称
名
寺
本
12
な
ど
）
や
、「
三
角
状
の
襞
を
重
ね
合
わ
せ
る

表
現
」（
大
徳
寺
本
3
、
称
名
寺
本
13
な
ど
）
と
い
っ
た
特
徴
的
な
岩
皴
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
祥
啓
前
代
に
お
け
る
十
五
世
紀
鎌
倉
画
壇
の
状
況
を
概
観
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
特
質
と
し
て
、
牧
谿
様
の
伝
統

の
遵
守
と
、
請
来
仏
画
を
中
心
と
す
る
古
画
の
踏
襲
と
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
足
利
将
軍
家
の
主
導
に
係
る
対
外
交
易
に
よ
り
新

た
な
中
国
文
物
が
移
入
さ
れ
た
京
都
に
比
べ
、
鎌
倉
府
は
日
明
貿
易
の
蚊
帳
の
外
に
置
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
関
東
は
「
文
化
の
半
自

給
体
制
」
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る（47
）。

こ
う
し
た
な
か
で
鎌
倉
画
壇
で
は
、
当
地
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
伝
統
を
保
持
し
、
再
生
産
し
て

い
た
状
況
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
絵
画
作
例
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
彫
刻
の
事
例
に
お
い
て
も
、
応
永
年
間
制
作
の
覚
園

寺
薬
師
三
尊
像
の
日
光
菩
薩
像
・
月
光
菩
薩
像
が
、
濃
厚
な
宋
風
を
示
す
鎌
倉
時
代
の
浄
光
明
寺
阿
弥
陀
三
尊
像
の
脇
侍
像
を
踏
襲

し
て
い
る
こ
と
と
も
共
通
す
る
と
い
え
る（48
）。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
鎌
倉
画
壇
の
守
旧
的
な
状
況
を
鑑
み
れ
ば
、
祥
啓
の
も
た
ら
し
た

中
央
様
式
が
い
か
に
清
新
な
も
の
で
あ
っ
た
か
が
よ
り
際
立
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
、
東
京
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
仲
安
真
康
筆
「
山
水
人
物
図
」
に
つ
い
て
、
近
年
の
関
東
水
墨
画
研
究
の
目

覚
ま
し
い
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
な
が
ら
再
検
討
を
進
め
て
き
た
。

本
作
は
、
行
体
様
式
を
主
と
す
る
真
康
画
の
な
か
で
は
異
彩
を
放
つ
作
例
で
あ
る
が
、
面
貌
や
着
衣
の
表
現
に
は
細
見
美
術
館
本

「
虎
渓
三
笑
図
」
な
ど
と
の
近
似
が
認
め
ら
れ
、
真
康
に
よ
る
真
体
描
法
の
代
表
作
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
絹
本
に
よ

る
禅
寺
の
公
用
物
然
と
し
た
風
格
を
誇
る
水
墨
画
の
優
品
で
あ
り
、
祥
啓
前
代
に
お
け
る
十
五
世
紀
鎌
倉
地
方
絵
画
様
式
を
把
握
す

る
う
え
で
も
貴
重
な
素
材
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
真
康
画
の
基
礎
と
な
る
の
は
、
鎌
倉
地
方
で
長
ら
く
伝
統
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
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牧
谿
様
式
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
ほ
か
に
さ
ま
ざ
ま
な
請
来
仏
画
の
表
現
も
加
味
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

ま
た
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
真
康
の
法
系
に
つ
い
て
、「
真
」
を
系
字
と
す
る
臨
済
宗
一
山
派
に
属
す
る

禅
僧
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
述
べ
た
。
単
印
の
み
を
捺
す
こ
と
が
多
い
後
世
の
関
東
水
墨
画
人
と
異
な
り
、
真
康
の
場
合
は

道
号
と
法
諱
の
両
者
を
印
章
と
し
て
捺
し
、
さ
ら
に
「
意
足
道
人
」
や
「
九
華
山
人
」
と
い
っ
た
隠
逸
的
な
別
号
を
記
す
こ
と
も
あ

る
。
作
画
範
囲
に
つ
い
て
も
、
仏
画
や
祖
師
像
と
い
っ
た
真
体
作
例
も
ま
ま
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
大
部
分
は
隠
逸
的
な
禅
思
想

を
宿
し
た
草
々
た
る
道
釈
画
で
あ
る
。
同
じ
く
隠
逸
的
な
志
向
を
有
し
た
墨
蘭
の
名
手
で
あ
る
玉
畹
梵
芳
の
例
か
ら
み
て
も
、
真
康

が
五
山
内
に
お
い
て
そ
れ
な
り
の
地
位
に
あ
っ
た
と
想
定
し
て
も
不
自
然
で
は
な
く
、
西
堂
位
に
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
も
無
下
に
却

下
で
き
な
い
。
ま
た
一
山
派
僧
の
拠
点
で
あ
っ
た
十
刹
寺
院
相
模
東
光
寺
の
住
持
職
で
あ
っ
た
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
、
そ
の

場
合
、「
東
光
真
康
」
の
署
名
を
伴
う
宝
徳
四
年
（
一
四
五
二
）
の
文
書
は
、
真
康
の
活
躍
期
を
考
え
る
う
え
で
も
有
用
と
な
ろ
う
。

祥
啓
が
京
都
に
上
洛
し
た
の
が
文
明
十
年
（
一
四
七
八
）。
そ
れ
以
前
に
真
康
と
祥
啓
が
何
か
し
ら
接
触
し
た
も
の
か
、
さ
ら
な
る
検

討
が
望
ま
れ
る
。

祥
啓
が
登
場
す
る
素
地
を
考
え
る
う
え
で
、
仲
安
真
康
の
果
た
し
た
役
割
は
看
過
で
き
な
い
。
い
ま
だ
不
分
明
な
祥
啓
前
代
に
お

け
る
関
東
水
墨
画
檀
を
考
察
す
る
う
え
で
も
、
本
作
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
い
え
よ
う
。

【
図
版
出
典
】
図
1
・
2
・
3
・
6
・
7
・
8
：
東
京
国
立
博
物
館
提
供
。
図
4
：『
在
外
日
本
の
至
宝
第
三
巻
水
墨
画
』（
毎

日
新
聞
社
、
一
九
七
九
年
）。
図
5
・
9
・
10
・
11
・
14
：『
あ
こ
が
れ
の
祥
啓
―
啓
書
記
の
幻
影
と
実
像
』
図

録
（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇
二
三
年
）。
図
13
：『
相
見
香
雨
集
三
』（
青
裳
堂
書
店
、
一
九
九
二
年
）。
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註

（
1
）
『
鎌
倉
の
水
墨
画
―
画
僧
祥
啓
の
周
辺
』
図
録
（
神
奈
川
県
立
博
物
館
、
一
九
七
二
年
）。

（
2
）
『
関
東
水
墨
画
の
二
〇
〇
年
―
中
世
に
み
る
型
と
イ
メ
ー
ジ
の
系
譜
』
図
録
（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
・
栃
木
県
立

博
物
館
、
一
九
九
八
年
）。

（
3
）
相
澤
正
彦
・
橋
本
慎
司
編
著
『
関
東
水
墨
画
―
型
と
イ
メ
ー
ジ
の
系
譜
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
4
）
『
あ
こ
が
れ
の
祥
啓
―
啓
書
記
の
幻
影
と
実
像
』
図
録
（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇
二
三
年
）。

（
5
）
関
東
水
墨
画
お
よ
び
仲
安
真
康
に
関
す
る
そ
の
他
の
主
な
先
行
研
究
は
次
の
と
お
り
。

・
相
見
香
雨
「
能
阿
弥
と
啓
書
記

附
仲
安
真
康
と
関
東
墨
画
」（『
日
本
美
術
協
会
報
告
』
二
六
・
二
七
、
一
九
三
二

年
。『
相
見
香
雨
集
三
』〔
青
裳
堂
書
店
、
一
九
九
二
年
〕
に
再
録
）。

・
水
尾
比
呂
志
「
仲
安
真
康
筆

仙
人
李
白
図
」（『
國
華
』
七
九
七
、
一
九
五
八
年
）。

・
中
村
渓
男
『
祥
啓
』（
三
彩
社
、
一
九
七
〇
年
）。

・
衛
藤
駿
『
相
阿
弥
・
祥
啓
』（
集
英
社
、
一
九
七
九
年
）。

・『
太
田
道
灌
記
念
美
術
展
室
町
美
術
と
戦
国
画
壇
』
図
録
（
東
京
都
庭
園
美
術
館
、
一
九
八
六
年
）。

・『
鎌
倉
国
宝
館
図
録
三
一

鎌
倉
の
水
墨
画
（
祥
啓
と
玉
隠
）』（
鎌
倉
国
宝
館
、
一
九
九
〇
年
）。

・
中
島
純
司
『
日
本
の
美
術
三
三
七

水
墨
画

祥
啓
と
雪
村
』（
至
文
堂
、
一
九
九
四
年
）。

・A
aron M

. R
io, Ink Painting in M

edieval K
am

akura (D
issertation), C

O
LU

M
B

IA
 U

N
IV

E
R

SIT
Y, 2015 .

（
ア
ー
ロ
ン
・
Ｍ
・
リ
オ
が
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
へ
提
出
し
た
博
士
論
文
。
下
記
サ
イ
ト
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

https: /
/academ

iccom
m

ons.colum
bia.edu

/doi /10.7916
/D
8 N

P23 R
P

）。
ま
た
『
美
術
史
』
一
七
八
（
二
〇
一

五
年
）
に
「「
仲
安
真
康
」
へ
の
探
求
」
と
し
て
学
会
発
表
要
旨
が
掲
載
さ
れ
る
。

（
6
）
註
5
水
尾
論
文
。

（
7
）
註
5
リ
オ
論
文
。
リ
オ
は
、
同
じ
印
が
捺
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
画
風
に
は
振
幅
が
あ
り
、
正
木
美
術
館

本
「
鳩
図
」・
根
津
美
術
館
本
「
富
嶽
図
」・
細
見
美
術
館
本
「
虎
渓
三
笑
図
」
を
基
準
作
と
す
る
画
人
の
作
と
本
作
と
は
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別
の
画
人
と
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
8
）
註
5
水
尾
論
文
で
は
極
書
に
基
づ
き
「
仙
人
李
白
図
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
「
李
白
観
瀑
」
を
画
題
と

し
て
描
く
作
例
で
は
、
李
白
に
随
侍
す
る
の
は
童
子
と
し
て
表
す
場
合
が
多
い
が
、
本
作
右
幅
で
は
両
名
と
も
高
士
の
風

貌
で
あ
る
。
ま
た
左
幅
の
人
物
も
仙
人
と
い
う
よ
り
は
、
両
名
と
も
高
士
の
風
貌
で
あ
り
、
談
笑
し
て
い
る
よ
う
に
表
さ

れ
る
。
よ
っ
て
右
幅
は
「
高
士
観
瀑
図
」、
左
幅
は
「
高
士
清
談
図
」
と
も
称
せ
よ
う
が
、
山
水
景
観
を
大
き
く
取
る
構

図
も
加
味
し
て
、「
山
水
人
物
図
」
と
呼
称
し
て
お
く
の
が
現
時
点
で
は
穏
当
と
思
わ
れ
る
。

（
9
）
「
出
山
釈
迦
図

仲
安
真
康
筆
」（
島
田
修
二
郎
編
『
在
外
秘
宝
：
仏
教
絵
画
大
和
絵
水
墨
画
』
学
習
研
究
社
、
一
九

六
九
年
、
解
説
：
中
村
渓
男
）。

（
10
）
試
み
に
東
京
文
化
財
研
究
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
検
索
す
る
と
、「
売
立
目
録
作
品
情
報
」
に
「
寒
山
拾
得
」（
美

研-0549

／
徳
川
侯
爵
家
御
蔵
品
入
札
〈
外
題
：
水
戸
家
蔵
品
〉）、「
達
磨
」（
同
）、「
真
山
水
」（
美
研-1540

／
今
井
五

一
郎
氏
遺
愛
品
入
札
）、「
石
座
観
音
」（
美
研-1178

／
某
華
族
所
蔵
品
入
札
）、「
山
水
」（
美
研-0462

／
高
橋
男
爵
家
所

蔵
品
入
札
）、「
霊
昭
女
」（
美
研-0547

／
越
後
阿
部
家
府
下
某
旧
家
御
蔵
品
入
札
）、「
ガ
ラ
ス
乾
板
」
に
「
張
果
郎
図
」

（00816

）、「
写
真
原
版
」
に
「
達
磨
図
」（21957

）、「
馬
上
人
物
図
」（05006

）、「
騎
驢
図
」（05517

）
な
ど
が
ヒ
ッ
ト

し
、
多
く
は
同
資
料
室
で
紙
焼
き
写
真
を
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
註
5
リ
オ
論
文
で
個
人
本
墨
梅
図
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。

（
11
）
註
3
『
関
東
水
墨
画
』（
二
七
一
頁
）
に
お
い
て
も
、「
人
物
の
姿
態
、
顔
貌
表
現
な
ど
」
に
細
見
本
と
本
作
と
の
類
似

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）
註
5
水
尾
論
文
。

（
13
）
本
作
と
旧
ド
ラ
ッ
カ
ー
本
と
が
何
か
し
ら
の
関
係
を
有
す
の
で
あ
れ
ば
、
本
作
も
ま
た
中
幅
を
伴
う
三
幅
対
で
あ
っ
た

可
能
性
も
考
慮
さ
れ
る
。

（
14
）
註
3
『
関
東
水
墨
画
』（
二
〇
六
頁
）
で
は
、「
真
康
様
式
を
踏
襲
し
て
、
十
六
世
紀
の
鎌
倉
周
辺
で
描
か
れ
た
可
能

性
」
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、
旧
ド
ラ
ッ
カ
ー
本
に
見
ら
れ
る
、
楕
円
形
の
鼻
孔
や
、
首
元
の
三
道
の
一
番
下
の
線
を
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左
右
に
分
け
て
表
す
点
、
デ
ザ
イ
ン
的
な
衣
文
や
水
流
描
写
な
ど
は
、
一
連
の
伝
一
之
系
作
品
と
の
類
似
が
指
摘
で
き

る
。『
古
画
備
考
』
で
は
、
建
長
寺
に
住
し
た
「
慶
首
座
」
に
一
之
を
当
て
る
説
も
紹
介
し
て
い
る
が
、
清
水
義
明
は
「
一

之
と
い
う
一
人
の
画
家
の
存
在
を
認
め
る
な
ら
ば
、
彼
の
作
画
地
域
は
建
長
寺
を
中
心
と
す
る
範
囲
」
と
述
べ
て
い
る

（
清
水
義
明
「
白
衣
観
音
図

伝
一
之
（
作
品
解
説
）」〔『
在
外
日
本
の
至
宝

三
巻

水
墨
画
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七

九
年
〕）。
伝
一
之
画
に
つ
い
て
は
以
前
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
本
作
と
の
関
係
も
含
め
て
今
後
も
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
。
拙
稿
「
白
衣
観
音
図
」（『
國
華
』
一
四
八
五
、
二
〇
一
九
年
）。

（
15
）
橋
本
遼
太
「
祥
啓
の
画
業
と
啓
書
記
の
受
容
」、
同
「
四
仏
図
（
伝
十
三
仏
図
）
真
康
」
作
品
解
説
、
註
4
『
あ
こ
が

れ
の
祥
啓
』
図
録
所
収
。

（
16
）
た
だ
し
、
総
世
寺
本
の
印
影
と
よ
く
似
た
「
真
康
」
白
文
重
郭
方
印
を
伴
う
騎
驢
図
が
東
京
文
化
財
研
究
所
写
真
資
料

内
に
あ
り
、
そ
こ
に
は
沢
庵
宗
彭
（
一
五
七
三
〜
一
六
四
五
）
の
着
賛
が
な
さ
れ
て
い
る
（
原
本
『
古
画
備
考
』
に
も
図

様
の
み
掲
出
）。
画
風
は
い
か
に
も
近
世
的
な
も
の
で
、
仲
安
真
康
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
今
後
の

課
題
と
し
て
留
意
し
て
お
き
た
い
。

（
17
）
河
合
正
朝
「
朝
陽
・
対
月
図
（
双
幅
）
仲
安
真
康
」
解
説
（
松
下
隆
章
・
玉
村
竹
二
著
『
水
墨
美
術
体
系
六

如
拙
・

周
文
・
三
阿
弥
』
講
談
社
、
一
九
七
四
年
）。
河
合
は
こ
の
解
説
の
な
か
で
、「
真
康
の
画
の
う
ち
に
は
、
謹
厳
古
様
な

「
李
白
観
瀑
図
」（
筆
者
註
：「
山
水
人
物
図
」）
の
よ
う
な
も
の
か
ら
、
簡
略
粗
放
な
筆
致
を
持
つ
「
出
山
釈
迦
図
」
ま

で
、
そ
の
画
体
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
一
つ
の
画
風
展
開
の
う
ち
に
捉
え
よ
う
と
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
、
謹
厳

な
も
の
か
ら
粗
放
な
も
の
へ
と
い
う
志
向
が
看
取
さ
れ
、
こ
の
仮
定
の
上
に
立
て
ば
、
本
図
は
調
和
の
と
れ
た
完
成
期
の

作
品
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
」
と
述
べ
る
。

（
18
）
拙
稿
「
明
兆
筆
五
百
羅
漢
図
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（
石
川
登
志
雄
編
『
重
要
文
化
財
東
福
寺
五
百
羅
漢
図
修
理
と
研

究
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
三
年
）。
拙
稿
「
白
衣
観
音
図
」
解
説
（
特
別
展
「
東
福
寺
」
図
録
、
東
京
国
立
博
物
館
・
京

都
国
立
博
物
館
ほ
か
、
二
〇
二
三
年
）。

（
19
）
河
合
正
朝
「
仲
安
真
康
」（
玉
村
竹
二
『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
講
談
社
、
一
九
八
三
年
）。
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（
20
）
い
ず
れ
も
坂
崎
坦
『
日
本
絵
画
論
大
系
』（
名
著
普
及
会
、
一
九
八
〇
年
）
を
参
照
。

（
21
）
山
下
裕
二
「
式
部
輝
忠
の
研
究
―
関
東
水
墨
画
に
関
す
る
一
考
察
」（
同
『
室
町
絵
画
の
残
像
』、
中
央
公
論
美
術
出

版
、
二
〇
〇
〇
年
。
初
出
一
九
八
五
年
）。

（
22
）
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
太
田
謹
に
よ
り
増
訂
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
活
字
本
（『
増
訂
古
画
備
考
』）
と
し
て
流

布
し
て
き
た
が
、
近
年
、
原
本
『
古
画
備
考
』
を
校
訂
し
た
下
記
が
出
版
さ
れ
た
。
本
稿
の
表
記
も
原
則
と
し
て
そ
れ
に

従
う
。
古
画
備
考
研
究
会
編
『
校
訂
原
本
古
画
備
考
（
全
五
巻
）』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
二
二
年
）。

（
23
）
『
静
岡
県
史

資
料
編
六

中
世
二
』
一
九
九
二
年
、
二
一
五
三
号
。
な
お
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
影
写
本
が
あ

る
（『
三
島
明
神
文
書
』
三
〇
七
一
・
八
一
―
一
五
、
阿
波
国
文
庫
本
写
）。

（
24
）
湯
山
学
「
鎌
倉
東
光
寺
と
伊
豆
国
那
賀
郷
」（『
関
東
上
杉
氏
の
研
究
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
九
年
、
初
出
一
九
八
五

年
）。

（
25
）
註
5
リ
オ
論
文
。
リ
オ
は
、
こ
れ
ま
で
祥
啓
の
画
の
師
的
扱
い
を
さ
れ
て
き
た
仲
安
真
康
な
る
画
人
の
認
識
は
、
近
世

画
譜
類
に
お
け
る
「
康
西
堂
」
と
「
仲
安
真
康
」
の
伝
記
を
合
成
し
た
『
古
画
備
考
』
の
記
述
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
た

も
の
と
述
べ
、
さ
ら
に
註
5
相
見
論
文
に
お
け
る
印
文
の
指
摘
（「
此
の
文
真
康
で
は
な
く
て
、
明
ら
か
に
菫
康
で
あ
る
」）

を
引
き
な
が
ら
、「
仲
安
菫
康
」
と
い
う
画
人
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
菫
」
は
禅
僧
の
法
系
を

示
す
系
字
と
し
て
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
本
文
中
で
述
べ
た
と
お
り
画
中
に
「
真
康
」
と
署
名
す
る
作
品
が

伝
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
「
真
康
」
を
法
諱
と
み
な
し
て
論
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

（
26
）
玉
村
竹
二
「
禅
僧
の
呼
称
に
つ
い
て
」、
同
「
禅
僧
称
号
考
」（
同
『
日
本
禅
宗
史
論
集
』
巻
上
、
一
九
七
六
年
）。
ま

た
同
「
五
山
の
僧
職
」・「
僧
職
よ
り
僧
階
へ
」・「
五
山
の
僧
階
」（『
同
』
下
之
一
、
一
九
七
九
年
）
も
参
照
。

（
27
）
註
19
『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
巻
末
「
関
係
宗
派
図
」
お
よ
び
玉
村
竹
二
『
五
山
禅
林
宗
派
図
』（
思
文
閣
出
版
。
一

九
八
五
年
）
よ
り
抜
粋
。

（
28
）
註
15
橋
本
論
文
・
解
説
。

（
29
）
高
橋
範
子
「
正
木
美
術
館
蔵
玉
畹
梵
芳
筆
蘭
蕙
同
芳
図
に
つ
い
て
」（『
鎌
倉
』
六
〇
・
六
一
、
一
九
八
九
年
）。
高



仲安真康筆「山水人物図」（東京国立博物館蔵）について51

橋
は
、
正
木
本
「
蘭
蕙
同
芳
図
」
に
つ
い
て
、
玉
畹
が
鎌
倉
に
い
た
時
代
の
若
描
き
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま

た
玉
畹
梵
芳
に
つ
い
て
は
下
記
も
参
照
。
熊
谷
宣
夫
「
玉
畹
梵
芳
伝
」（『
美
術
研
究
』
十
五
、
一
九
三
三
年
）。
星
山
晋

也
「
玉
畹
の
隠
逸
と
墨
蹟
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
文
学
・
芸
術
学
編
』
三
七
、
一
九
九
二
年
）。
太

田
孝
彦
「
玉
畹
梵
芳
と
墨
蘭
―
室
町
時
代
の
禅
僧
が
絵
画
に
求
め
た
も
の
」（『
博
物
館
学
年
報
』
四
五
、
二
〇
一
四
年
）。

竹
崎
宏
基
「
玉
畹
の
慚
愧
」（『
美
術
史
論
叢
』
三
六
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
30
）
註
5
相
見
論
文
に
写
真
掲
載
。
な
お
、『
古
画
備
考
』
に
「
小
石
川
御
物
二
幅
対
／
寒
山
拾
得
中
一
幅
／
其
名
書
左
二

文
字
ニ
認
ア
リ
」
あ
る
い
は
「
水
戸
立
原
よ
り
写
来
素
山
招
給
／
二
幅
対

水
戸
根
本
寺
蔵
／
右
ノ
方
ハ
左
ニ
文
字
ニ

書
」
と
記
さ
れ
る
作
品
が
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
31
）
川
本
慎
自
「
中
世
後
期
関
東
に
お
け
る
儒
学
学
習
と
禅
宗
」（
同
『
中
世
禅
宗
の
儒
学
学
習
と
科
学
知
識
』
思
文
閣
出

版
、
二
〇
二
一
年
、
初
出
二
〇
〇
七
年
）。
な
お
、
川
本
も
論
中
で
﹇
史
料
8
﹈「
東
光
真
康
大
禰
宜
職
補
任
状
」
を
取
り

上
げ
、
註
35
で
後
述
す
る
西
堂
位
の
呼
び
名
の
矛
盾
を
解
消
す
る
た
め
、
こ
れ
を
建
長
寺
宝
珠
庵
末
寺
の
甲
斐
東
光
寺

（
諸
山
）
に
当
て
る
案
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
が
、
本
文
中
で
述
べ
る
と
お
り
、
や
は
り
相
模
東
光
寺
（
十
刹
）
に
当

て
る
の
が
穏
当
と
思
わ
れ
る
。

（
32
）
註
15
橋
本
論
文
・
解
説
。
ほ
か
に
水
戸
徳
川
家
旧
蔵
の
「
寒
山
拾
得
図
」
も
、
画
家
の
活
躍
地
や
作
品
の
伝
来
を
考
え

る
う
え
で
参
考
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、『
丹
青
若
木
集
』
で
は
「
康
西
堂
」
の
門
人
と
し
て
「
可
卜
」
が
挙
げ
ら
れ
、

そ
の
註
に
「
陳
隠
子
、
建
長
寺
僧
、
啓
書
記
法
眷
、
後
住
常
州
水
戸
」
と
記
し
、
や
は
り
常
州
と
の
関
わ
り
が
示
唆
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
「
陳
隠
」
に
つ
い
て
は
、「
梅
隠
」
が
正
し
い
と
さ
れ
る
が
（
註
3
『
関
東
水
墨
画
』
七
三
頁
）、
梅
隠
作

例
と
の
近
似
が
指
摘
さ
れ
る
個
人
本
「
八
仙
図
屏
風
」（
註
4
『
あ
こ
が
れ
の
祥
啓
』
二
一
〇
頁
）
に
お
い
て
、
口
元
を

「
つ
」
状
に
濃
墨
で
表
す
表
現
な
ど
に
真
康
の
行
体
描
法
と
の
近
似
が
認
め
ら
れ
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
梅
隠

は
雪
村
と
の
交
わ
り
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
画
歴
と
伝
承
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
水
野
裕
史

は
、
雪
村
や
梅
隠
、
僊
可
な
ど
の
関
東
画
人
と
常
陸
に
お
け
る
幻
住
派
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

水
野
裕
史
「
雪
村
周
継
と
臨
済
宗
幻
住
派
」（『
美
術
研
究
』
四
二
八
、
二
〇
一
九
年
）。
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（
33
）
註
24
湯
山
論
文
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
「
東
光
寺
友
乾
披
露
状
案
」（
雲
頂
庵
文
書
）
に
登
場
す
る
「
友
乾
」
も
、「
友
」

を
系
字
と
す
る
一
山
派
僧
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
『
空
華
集
』（『
五
山
文
学
全
集
』
二
）
に
「
戯
謝
東
光
要
堂
諸
友
訪
」
と

し
て
掲
出
さ
れ
る
「
要
堂
良
樞
」
も
、
雪
村
友
梅
下
の
一
山
派
僧
で
あ
る
。
例
外
と
し
て
夢
窓
派
の
古
剣
妙
快
の
入
寺
が

認
め
ら
れ
る
が
（『
空
華
集
』）、
基
本
的
に
は
一
山
派
寺
院
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。

（
34
）
近
世
の
諸
史
料
で
は
、
真
康
を
建
長
寺
西
来
庵
の
僧
と
し
て
い
る
が
、
一
山
派
の
拠
点
で
あ
っ
た
玉
雲
庵
と
関
係
を
有

し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
て
よ
い
。

（
35
）
西
堂
の
呼
び
名
は
諸
山
の
場
合
は
法
諱
、
十
刹
の
場
合
は
道
号
を
以
て
呼
ば
れ
る
こ
と
か
ら
（
註
26
玉
村
「
五
山
の
僧

階
」）、
仮
に
仲
安
真
康
が
東
光
寺
に
住
し
た
と
す
れ
ば
、「
仲
安
西
堂
」
と
称
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
註
2
『
関
東
水
墨
画
の
二
〇
〇
年
』（
一
五
五
頁
）
や
註
31
川
本
論
文
で
も
指
摘
が
あ
る
。
し
か
し
、
仮
に
『
建
長

寺
塔
頭
世
代
書
上
』「
宝
珠
庵
」
の
項
に
記
さ
れ
る
「
廿
世

元
英
祥
啓
西
堂
」
を
祥
啓
そ
の
人
と
み
な
す
場
合
で
も
、

後
世
の
史
料
で
は
い
ず
れ
も
「
啓
書
記
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
最
終
的
な
僧
階
と
通
称
と
は
区
別
し
て
よ
い

も
の
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
東
光
寺
住
持
職
と
「
康
西
堂
」
の
呼
び
名
は
矛
盾
し
な
い
も
の
と
考
え
る
。

（
36
）
拙
稿
「
伝
祥
啓
筆
「
観
音
図
」（
三
十
二
幅
）
に
み
る
鎌
倉
地
方
様
式
と
観
音
懺
法
」（『
國
華
』
一
四
三
〇
、
二
〇
一

四
年
）。

（
37
）
註
3
『
関
東
水
墨
画
』
三
四
〜
三
九
頁
。

（
38
）
こ
こ
に
記
さ
れ
る
「
猿
二
鋪
〈
牧
谿
／
仏
源
賛
〉」
は
、
文
永
六
年
（
一
二
六
九
）
に
来
朝
し
た
大
休
正
念
（
仏
源
禅

師

一
二
一
五
〜
八
九
）
の
着
賛
を
伴
う
牧
谿
猿
の
双
幅
作
品
と
想
定
で
き
る
。
こ
の
点
で
興
味
深
い
の
は
、
大
休
正
念

の
語
録
（『
念
大
休
禅
師
語
録
』）
に
次
の
よ
う
な
猿
図
へ
の
画
賛
が
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

題
画
猿

二

攀
枝
跨
幽
石
。
側
耳
聴
清
流
。
野
性
雖
無
撿
。
緑
心
応
夫
侏
。

縦
有
抱
子
楽
。
終
懐
遶
樹
悲
。
何
如
入
青
嶂
。
自
在
踊
高
枝
。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
「
攀
枝
跨
幽
石
」「
側
耳
聴
清
流
」「
抱
子
」「
自
在
踊
高
枝
」
な
ど
の
記
述
は
、
建
長
寺
本
「
猿
猴
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図
」
双
幅
に
お
け
る
、
巨
石
を
跨
ぐ
枯
木
、
目
を
閉
じ
て
清
流
に
耳
を
傾
け
る
猿
、
子
猿
を
抱
く
母
猿
、
高
い
枝
に
ぶ
ら

さ
が
る
猿
な
ど
の
図
様
に
合
致
す
る
。
こ
の
着
賛
画
と
『
目
録
』
記
載
作
品
と
の
関
係
は
不
分
明
な
も
の
の
、
大
休
の
活

躍
期
に
お
い
て
、
す
で
に
建
長
寺
本
猿
猴
図
の
図
様
の
源
泉
と
な
る
よ
う
な
牧
谿
猿
作
品
が
鎌
倉
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

（
39
）
拙
稿
「
北
条
得
宗
家
と
足
利
将
軍
家
の
御
物
―『
仏
日
庵
公
物
目
録
』
を
め
ぐ
る
一
試
論
」（『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』

三
七
、
二
〇
一
八
年
）。

（
40
）
拙
稿
「
二
つ
の
牧
谿
伝
承
作
―
円
覚
寺
蔵
「
白
衣
観
音
図
」
と
建
長
寺
蔵
「
猿
猴
図
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
ア
ジ
ア
遊

学
』
二
七
五
、
二
〇
二
二
年
）。

（
41
）
細
見
本
「
虎
渓
三
笑
図
」
は
、
仏
印
が
両
脇
の
陶
淵
明
・
陸
修
静
の
肩
を
抱
く
図
様
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
同
様
の
図
様

を
写
す
『
探
幽
縮
図
』
中
の
図
に
「
牧
溪
」
の
注
記
が
付
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
牧
谿
イ
メ
ー
ジ
の
も
と
に
受
容
さ
れ
て

い
た
可
能
性
は
高
い
。
京
都
国
立
博
物
館
編
『
探
幽
縮
図
』
上
巻
（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
一
年
）「
道
釈
人
物
図
巻
」

⑦
図
参
照
。
拙
稿
「
仏
儒
道
三
教
一
致
思
想
の
絵
画
―
三
聖
図
・
三
笑
図
・
三
酸
図
を
め
ぐ
っ
て
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
二

七
一
、
二
〇
二
二
年
）。
な
お
註
4
『
あ
こ
が
れ
の
祥
啓
』
で
は
、
同
様
の
図
様
を
示
す
惟
肖
得
巌
序
・
大
愚
性
智
他
賛

「
虎
渓
三
笑
図
」（
正
木
美
術
館
蔵
）
と
細
見
本
と
の
類
似
を
指
摘
し
、
仲
安
真
康
と
東
福
寺
所
縁
作
と
の
関
わ
り
を
指
摘

す
る
が
、
直
接
の
関
係
と
い
う
よ
り
は
、
牧
谿
様
に
基
づ
く
祖
本
の
共
通
と
解
釈
し
た
ほ
う
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
な

お
、
真
康
行
体
画
に
見
ら
れ
る
、
濃
墨
に
よ
る
上
瞼
や
「
つ
」
状
の
口
元
な
ど
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
伝
因
陀
羅
筆
「
寒

山
拾
得
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
の
よ
う
な
他
の
元
代
道
釈
画
と
の
関
係
も
考
慮
さ
れ
る
。

（
42
）
『
牧
谿
―
憧
憬
の
水
墨
画
』
図
録
（
五
島
美
術
館
、
一
九
九
六
年
）。

（
43
）
大
徳
寺
本
は
奈
良
国
立
博
物
館
・
東
京
文
化
財
研
究
所
編
『
大
徳
寺
伝
来
五
百
羅
漢
図
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
四

年
）、
称
名
寺
本
は
『
阿
羅
漢
』
図
録
（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
）
の
図
版
番
号
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
。

（
44
）
た
だ
し
、
惟
肖
得
巌
賛
「
束
帯
天
神
像
」（
山
口
・
古
熊
神
社
蔵
）
の
存
在
は
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
作
品
は

画
面
上
部
に
永
享
元
年
（
一
四
二
九
）
の
賛
が
あ
り
、
大
内
盛
見
が
京
都
か
ら
周
防
へ
と
帰
郷
す
る
際
、
惟
肖
が
古
く
よ
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り
秘
蔵
し
て
い
た
天
神
画
像
に
賛
を
書
し
て
贈
っ
た
も
の
と
わ
か
る
（
島
田
修
二
郎
・
入
矢
義
高
監
修
『
禅
林
画
賛
―
中

世
水
墨
画
を
読
む
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
七
年
。
解
説
：
島
尾
新
）。
通
常
は
着
色
画
と
し
て
描
か
れ
る
束
帯
天
神
像

が
水
墨
の
み
で
描
か
れ
る
の
も
珍
し
い
が
、
岩
や
水
流
と
い
っ
た
舞
台
設
定
は
白
衣
観
音
図
の
そ
れ
で
あ
り
、
観
音
と
天

神
を
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
表
し
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
る
。
一
方
、
こ
の
絵
に
見
ら
れ
る
図
案
化
さ
れ
た
水
流
や
、
眼

の
上
に
ラ
イ
ン
を
入
れ
る
表
現
、
鼻
孔
を
丸
く
表
す
表
現
な
ど
は
、
文
中
で
挙
げ
た
鎌
倉
諸
作
の
一
部
や
伝
一
之
系
統
の

作
品
と
共
通
し
て
い
る
（
救
仁
郷
秀
明
「
束
帯
天
神
像

惟
肖
得
巌
賛
（
作
品
解
説
）」『
天
神
さ
ま
の
美
術
』
図
録
、
東

京
国
立
博
物
館
ほ
か
、
二
〇
〇
一
年
）。
伝
一
之
画
に
つ
い
て
は
註
14
で
も
ふ
れ
た
と
お
り
だ
が
、
こ
う
し
た
古
熊
神
社

本
の
よ
う
な
作
品
を
ど
の
よ
う
に
美
術
史
上
に
位
置
付
け
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

（
45
）
『
鎌
倉
国
宝
館
図
録
三
二

鎌
倉
の
頂
相
画
』（
鎌
倉
国
宝
館
、
一
九
九
一
年
）。
拙
稿
「
祥
啓
筆
・
玉
隠
英
璵
賛
「
喜

江
禅
師
像
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
室
町
後
期
関
東
禅
林
に
お
け
る
頂
相
制
作
の
一
様
相
」（
津
田
徹
英
編
『
仏
教
美
術
論

集
6

組
織
論
―
制
作
し
た
人
々
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
六
年
）。

（
46
）
註
5
中
島
論
文
で
は
、
こ
う
し
た
表
現
を
「
聖
な
る
台
座
」
と
称
し
て
い
る
。

（
47
）
芳
澤
元
「
室
町
文
化
論
構
想
ノ
ー
ト
―
都
鄙
関
係
・
境
界
地
域
か
ら
の
見
直
し
」（
同
編
『
室
町
文
化
の
座
標
軸
―
遣

明
船
時
代
の
列
島
の
文
事
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
一
年
）。

（
48
）
三
山
進
「
覚
園
寺
薬
師
三
尊
像
考
―
中
尊
の
造
立
年
代
を
中
心
に
」（
同
『
鎌
倉
彫
刻
史
論
考
』、
有
隣
堂
、
一
九
八
一

年
）。
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図 1 　山水人物図　仲安真康筆　東京国立博物館
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図 2 　山水人物図　印章（左幅）

図 3　山水人物図　部分



仲安真康筆「山水人物図」（東京国立博物館蔵）について57

図 4 　高峰原妙像　仲安真康筆　フリーア美術館
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図 5 　布袋図（部分）　仲安真康筆　神奈川県立歴史博物館



仲安真康筆「山水人物図」（東京国立博物館蔵）について59

図 6 　虎渓三笑図　仲安真康筆　細見美術館

図 7　虎渓三笑図　部分
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図 8 　面貌比較
虎渓三笑図山水人物図（左幅）山水人物図（右幅）

図 9　観音・李白・陶淵明図　伝仲安真康筆　旧ドラッカー・コレクション



仲安真康筆「山水人物図」（東京国立博物館蔵）について61

図10　四仏図（伝十三仏図）（ 4幅のうち）　仲安真康筆　総世寺

図11　四仏図（伝十三仏図）　落款印章（釈迦如来像幅）
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図12　臨済宗一山派（太清宗渭下）　法系図
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仲安真康筆「山水人物図」（東京国立博物館蔵）について63

図13　寒山拾得図（拾得幅・落款印章）　仲安真康筆　水戸徳川家旧蔵
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図14　三十二観音図（32幅のうち）　伝祥啓筆　建長寺




